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1 Qlik Sense August 2023の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

1.1 ビジュアライゼーションとダッシュボード

新しいチャートのホバーと選択項目のデザイン

優れたカスタマイズを提供するために、チャートのホバーメニューと選択項目の外観を再設計し、新しい視覚ス

タイルオプションでチャートのレンダリングを強化しました。

Regionフィルターパネルで選択されたGermany、Japan、およびNordic。

アプリ開発者は、アプリのツールバーとシートヘッダーを非表示にすることが

できます

アプリオプションの新しいアプリスタイル設定では、すべてのシートのツールバーとシートヘッダーをオン/オフにする

ことができます。ツールバーやシートヘッダーをオフにすると、コンテンツに与えられるスペースが増え、タイトルやナ

ビゲーションバーの選択をカスタマイズできます。

条件に基づいて棒グラフでメジャーを表示/非表示にする

新しい棒グラフオプションが追加され、アプリ開発者が同一グラフ内で異なる軸やメジャーを切り替えられるよう

になりました。show条件式を使ってシンプルな切り替えスイッチを追加できるため、開発者がコントロールしやす

くなり、カスタマイズ性を向上させ、スペースを節約できます。棒グラフデータに関連付けられた変数全体で切り

替えられるために、大きな時間の節約になります。
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チャートのスタイルの改善

複数のQlik Senseチャートで新しくスタイルが改善され、アプリ開発者がビジュアライゼーションを構築する際によ

り多くのカスタマイズオプションを提供できるようになりました。会社、部門、または個人のスタイル標準や好みに

合わせてご利用いただけます。

ビジュアライゼーションのスタイル指定用の新しいコンテンツ

Qlik Senseドキュメントが更新され、ビジュアライゼーションのテキストのスタイル指定、背景のカスタマイズ、その

他のプロパティの調整方法を詳しく説明した新しいコンテンツが追加されました。新しく追加されたカスタマイズオ

プションをサポートするコンテンツが、すべてのビジュアライゼーションに追加されました。

1.2 Insight Advisor

ハブでのアプリの有効化ステータスを新たに可視化

アプリで自然言語機能 (Insight Advisorの検索とチャット)が有効になっている場合、アプリの有効化ステータス

を示す通知バナーが表示されるようになりました。これにより、顧客はアプリが検索をサポートする準備が整った

時期を知ることができるため、インデックス作成が完了する前に機能にアクセスを試みることがなくなります。

1.3 データソース

Apache ParquetファイルがQlik Senseデータソースとしてサポートされるよう

になりました

Apache Parquetは、大きいデータセットの保存とクエリに非常に効率的な列型ストレージフォーマットです。Qlik
Sense on Windowsでは、Parquetファイルからのデータを読み込み、Parquetファイルとしてテーブルを保存できま

す。Parquetを使用すると、テーブル全体を読み込むのではなく、テーブル内の特定の列を効率的にクエリできま

す。これは、大きなデータの処理に適しています。またParquetは、データの効率的な圧縮とエンコーディングをサ

ポートしてストレージスペースを削減し、クエリパフォーマンスを改善することができます。

1.4 コネクタ

Twitterコネクタが一時的に使用できなくなります

Twitterが利用可能な APIアクセスレベルの構造を変更し、Twitter API v1.1を介した分析への広範なアクセス

を削除したため、Twitter用コネクタは非推奨となりました。今後は Twitter API v2が必要となり、これは現在の

Twitter用コネクタではサポートされていません。Twitter用の新しいコネクタは、今年後半にリリースされる予定で

す。

詳細については、≤ Qlik Analyticsコネクタを参照してください。TwitterのコネクタはQlikサポートコミュニティ

で更新されます。
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1 Qlik Sense May 2023の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

1.5 ビジュアライゼーションとダッシュボード

フィルターパネルの新しいカスタマイズオプション

アプリ開発者向けに、フィルターパネルの外観や機能をカスタマイズする新しい方法が登場しました。各項目の

リストボックスやフィルターパネルのマスター軸は、複数の新しいプロパティを使って個別にカスタマイズできます。オ

プションは次のとおりです。

l 項目の表示タイトルを非表示にします。

l 項目の検索機能を削除するか、またはワイルドカードモードに切り替えます (文字列の前後に*文字を

挿入する)。
l 値の間のスペースを最適化したコンパクトビュー。

l 代替値選択方法のチェックボックスモード。

l データ内の各値の頻度を表示するヒストグラム表示。

l カスタム順序と表示オプションが確認できるグリッドレイアウト。

チャートのスタイルの改善

複数のQlik Senseチャートで新しくスタイルが改善され、アプリ開発者がビジュアライゼーションを構築する際によ

り多くのカスタマイズオプションを提供できるようになりました。会社、部門、または個人のスタイル標準や好みに

合わせてご利用いただけます。

折れ線グラフにはサイズの大きいデータセットが表示できます

アプリ開発者が、折れ線グラフに表示されている可視ポイントと可視ラインの数を制御できるようになりました。

可視ポイントの最大数は 50,000です。可視ラインの最大数は 1,000です。これらのオプションは連続軸を持つ

折れ線グラフで利用可能です。
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サイズの大きいデータセットの折れ線グラフ。このチャートは、最大 50本のラインと20,000個のデータポイントを表示する

ように設定されています。

チャートに背景色と画像を追加する

アプリ開発者は、ストレートテーブル、ピボットチャート、円グラフ、棒グラフにカスタムの背景色と画像を追加で

きるようになりました。メディアライブラリの画像はどれも背景として使用できます。単一の背景色を選択したり、

数式ごとに色分けしたりできます。

チャート探索を使用して個人用ストレートテーブルを作成する

Visualization bundleでは、新しいストレートテーブルにより、チャート探索によるセルフサービス機能が大幅に強

化されています。これは汎用的なテーブルとして機能し、アプリの消費者がテーブルの表示方法を柔軟に選択

できるようにします。

アプリ作成者は、多数の項目を同時に追加、列レベルでテーブルをカスタマイズ、代替の軸やメジャーを追加、

列幅を設定、ページネーションを適用、チャート探索を有効にすることができます。

チャート探索により、編集権限を持たないユーザーでも、分析モードのときに元のストレートテーブルをカスタマイ

ズできます。これらのユーザーは、列の追加または削除、ソート順の変更、列の並べ替え、選択を実行できま

す。その後、新しいテーブルレイアウトを共有、ダウンロード、購読、またはブックマークできます。チャート探索

モードでのユーザーによる変更は、同じシートで作業している他のユーザーには表示されません。チャート探索

モードは、ニーズの異なる多数の視聴者がいるアプリでは非常に役立ちます。

ストレートテーブル (Visualization bundle)

チャート探索の使用

Qlik Sense 1.0以降の新機能 - Qlik Sense, November 2023 17

/en-US/sense/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Visualizations/VisualizationBundle/sn-straight-table.htm
/en-US/sense/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Visualizations/VisualizationBundle/sn-straight-table.htm#Chart


1   Qlik Sense May 2023の新機能

分析モードでのストレートテーブルでのチャート探索。

1.6 高度なオーサリング

カスタムアプリナビゲーションの新しいチャート関数

新しいチャート関数 ObjectId()とInObject()により、カスタムナビゲーション機能を使ったガイド付きアプリケー

ションを作成できます。例えば、条件式に含まれる関数を使って、アプリ内のシート間を移動するためのカラーボ

タンを作成できます。

この関数により、Qlik Senseアプリのオブジェクト階層にアクセスできます。ObjectId()は、数式が評価されるオブ

ジェクトの IDを返します。この関数は、1つの任意の文字列パラメータを受け取り、探しているオブジェクトの型を

指定できます。ObjectId('sheet')は数式のシートの IDを返します。InObject(ID)は、指定の IDを持つオブ

ジェクト内で評価された場合に当てはまります。

1.7 コネクタ

新しいGoogle Analytics 4コネクタ

Google Analytics 4コネクタは、Google Analytics 4対応のウェブサイトとアプリからトラフィックとエンゲージメントの

指標を抽出し、そのデータをQlik Senseアプリにロードします。
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Googleは、ユニバーサルアナリティクスをGoogle Analytics 4に置き換えます。この変更の詳細については、「≤

Googleアナリティクスのヘルプ」を参照してください。
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2 Qlik Sense February 2023の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

2.1 拡張分析

自然言語の洞察をシートに追加する

NL Insightsは新しいDashboard bundleコントロールで、選択された軸およびメジャーについての自然言語洞察

が表示されます。これにより、アプリ開発者はデータに関する洞察をアプリ消費者と効率的に共有することができ

ます。洞察には選択されたデータに基づいた分析が含まれます。アプリ開発者は、必要に応じて不要な分析を

削除できます。

2.2 ビジュアライゼーションとダッシュボード

ビジュアライゼーションの新しいスタイルパネル

アプリ開発者は、タイトル、サブタイトル、脚注に使用されるフォントのスタイルを設定できるようになり、ビジュアラ

イゼーションをカスタマイズするためのオプションが増えました。新しい [全般 ]タブには、フォントタイプ、サイズ、

色、強調を変更するためのオプションがあります。[チャート]タブは、行、スクロールバー、およびカスタムヘッダー

のスタイルを制御します。

散布図にはサイズの大きいデータセットが表示できます

作成する散布図に表示できるバブルの数を制御できるようになりました。散布図は、最高 50,000万件のデータ

ポイントまで表示するよう設定できます。表示されるバブルが 5,000個以上ある場合は、バブルラベルと境界線

外のバブルは表示されません。

新しいシートグリッドとシートの背景オプション

シートの背景画像や色をカスタマイズできるようになり、シートのセクション分割や、メディアライブラリからの画像

追加が可能になりました。カラーピッカーまたは数式を使用して背景色を設定できます。

プレゼンテーションの高度な書式をサポートするために、アプリ開発者はオブジェクトの配置とシートグリッドサイ

ズをより細かく制御できるようになりました。
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チャートアニメーションで段階的な変更を表示

チャートアニメーションは、データが変更されたとき(選択が行われた後など)に、古いビューから新しいビューに段

階的に移行するビジュアライゼーションです。未公開のアプリでは、アプリの設定でアニメーションをオンまたはオフ

にできます。

次のチャートの種類で、アニメーションをコントロールできます。

l 棒グラフ

l ブレットチャート

l コンボチャート

l 折れ線グラフ

l 円グラフ

l 散布図

l ファネルチャート(Visualization bundle)

l グリッドチャート(Visualization bundle)

l サンキーグラフ(Visualization bundle)

2.3 コネクタ

新しいServiceNow ODBCコネクタ

ServiceNowに保存されているデータにアクセスできるようになりました。新しいServiceNowコネクタを使用する

と、インシデント、リクエスト、ケースレコードなどのServiceNowデータを分析に含めることができます。新しいコネ

クタには、OAuthや SSLなどのセキュリティオプションが含まれており、許可されたユーザーのみがこのデータにアク

セスできるようになっています。

セキュリティが強化された新しいAmazon S3コネクタ

Qlik Cloudに、次の2つの新しいコネクタが搭載されました。Amazon S3メタデータV2およびAmazon S3 V2ウェ

ブストレージプロバイダー。これらのコネクタは、Amazon S3 APIを使用してAmazon S3メタデータ(Amazon S3バ
ケット内のファイルやサブフォルダーの名前など)にアクセスするため、より安全に使用できます。これらのコネクタの

以前のバージョンでは、REST APIが使用されていました。今のところ、Amazon S3コネクタV2の初期リリースと、

既存のAmazon S3コネクタは同じ機能を備えています。ただし、今後新しい機能が追加されるのは、V2コネク

タのみとなります。

将来のある時点で、従来のAmazon S3コネクタはサポートされなくなります。
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3 Qlik Sense November 2022の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

3.1 拡張分析

Insight Advisor分析タイプを使用した分析の自動生成

Insight Advisorに分析の自動生成をさせて、ビジュアライゼーション、説明の読み上げ、シート全体を含む分析

を完了させます。比較、ランキング、トレンドなど、使用可能なさまざまなオプションから分析の種類を選択しま

す。Insight Advisorのガイダンスに従ってデータを選択し、残りのデータは Insight Advisorに生成させます。分析

を編集し、さらに調査するためにダッシュボードに追加します。分析タイプでは、Insight Advisorは、より指示的

なアプローチのために、項目選択時の自動分析、自然言語検索、および分析タイプ選択時の分析の自動生

成を含む、インサイトへの複数のパスをサポートします

Insight Advisorの質問の例

アプリの作成者は、アプリのビジネスロジックレイヤー内で Insight Advisorの質問の例を提供できるようになりま

した。これにより、質問を特定の分析コンテンツに合わせてカスタマイズできるため、ユーザーは自然言語の使い

方を学ぶことができます。ユーザーが質問をすると、ユーザーが質問を選択、変更、送信できるドロップダウンメ

ニューに例が表示されます。Insight Advisor Chatでは、アプリ全体からの質問の例が利用可能になります。

Insight Advisor検索

Insight Advisor検索は、アプリ内での Insight Advisorエクスペリエンスの向上を提供し、ユーザーがデータから最

も関連性の高い分析と洞察を簡単に自動生成できるようにします。新しい [探索 ]ボタンをクリックすると、

Insight Advisorが開き、ユーザーは現在のシートから移動することなく、項目を選択して洞察を生成できます。

新しい [Insight Advisor に質問する]検索ボックスがダッシュボード内に常に表示されるようになり、ユーザーは

自然言語処理を使用して洞察を簡単に生成できるようになりました。自動生成されたビジュアライゼーションと

分析を改良してダッシュボードに直接追加し、さらに調査することができます。

フォローアップの質問に対する Insight Advisor Chatのサポートの改善

Insight Advisor Chatは、[これをさらに探索 ]オプションを使用して、フォローアップの質問のサポートを改善しま

す。このオプションを使用すると、アプリ内の検索ベースの検出に直接移動して、より詳細な分析を行うことがで

きます。元の質問にフォローアップの質問をして、[これをさらに探索 ]を選択すると、アプリが開き、質問の全行に

適用された選択が表示され、会話を中断したところから視覚的に続行できます。

3.2 ビジュアライゼーションとダッシュボード
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KPIのカスタムツールヒント

アプリ開発者はカスタムツールヒントをKPIに追加できます。これまで、ツールヒントは軸のないオブジェクトには追

加できませんでした。

新しいサブツールバー

Qlik Senseの再設計されたナビゲーションバーとツールバーで素早く移動し、必要なツールを使用します。

Cephesライブラリからの新しい分布関数

Cephesライブラリからの次の分布関数が追加されたため、シミュレーションのより高度な統計分析を実行できま

す。

分布関数のリスト

これらの分布関数は、データロードスクリプトとチャートの数式の両方で使用できます。

マップチャートのフォントスタイル

アプリ開発者は、棒グラフのタイトル、サブタイトル、脚注に使用されるフォントのスタイルを設定できるようにな

り、ビジュアライゼーションをカスタマイズするためのオプションが増えました。

また、いくつかのタイプのマップレイヤーのラベルのフォントプロパティ(ファミリー、サイズ、色 )をカスタマイズするオプ

ションが追加されました。これは、点、面、チャート、および線のレイヤーに適用されます。

3.3 コネクタ

ODBCデータベースコネクタのパフォーマンス向上

ODBCデータソースが大きなデータセットを処理する際のパフォーマンスが向上しました。すべての新しい接続で

は、Bulk Reader機能が自動的に使用されます。

データを行ごとにロードするのではなく、Bulk Readerではロードを繰り返すことで大きなデータ部分を処理できま

す。これにより、大きなデータセットのロード時間が短縮されます。既存の接続でこの機能をアクティブ化するに

は、[編集 ]を選択してから[保存 ]をクリックすることにより、接続プロパティウィンドウを開きます。他の接続プロ

パティを変更する必要はありません。

MongoDBコネクタへのアップデート

Qlik Sense Client-ManagedのMongoDbコネクタには、新しいセキュリティ機能が加わり改善されました。

MongoDB接続を定義する際、SCRAM-SHA-256とLDAP認証オプションを使うことができるようになりました。

Qlik Web ConnectorsはQlik Sense Enterprise Client-Managedに含まれます

以下のQlik Web Connectorsは、Qlik Web Connectorsを別途インストールすることなくQlik Sense Enterprise on
Windows内で利用できるようになりました。Facebookインサイト、Google広告、Googleカレンダー、Google検
索コンソール、Outlook 365、メールボックス IMAP、Microsoft Dynamics CRM V2、OData、Qualtrics、SMTP、
SurveyMonkey、および YouTube Analytics。

3.4 データとプラットフォーム
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ハブのナビゲーションの改善

Qlik Sense Enterpriseハブの一部のオプションが再配置され、より使いやすくなりました。ユーザープロファイルア

イコンが、ツールバーの右上隅に移動しました。このアイコンをクリックすると、次のオプションを含むグローバルメ

ニューが開きます。

l [プロファイル]:メニューの上部にあるアイコンをクリックすると、ユーザー IDとディレクトリを表示することがで

きます。

l クライアント認証 :Qlik Sense管理者は、Qlik Senseに対するクライアントの認証実行をユーザーに許可

できます。この項目は既定では有効になっていません。詳細については、「クライアント認証の構成」を参

照してください。

l Dev Hub:詳細については、「≤ Dev Hub」を参照してください。

l 情報 :ライセンス契約、バージョン情報、およびサードパーティーソフトウェア情報にアクセスします。

l ヘルプ:Qlik Senseバージョン向けのQlikヘルプリソースにリダイレクトします。

l プライバシーポリシー:Qlikが製品のプライバシーをどのように管理しているかについて学習します。

l ログイン: Qlik Senseを匿名ユーザーとして使用している場合は、アカウントにログインできます。

このオプションは、管理者がユーザーにQlik Sense展開を匿名で使用することを許可している場合にの

み使用できます。詳細については、「匿名の認証」を参照してください。

l ログアウト:アカウントにログインしている場合は、このオプションを使用してログアウトします。

3.5 ドキュメントの改善と追加

スクリプトのトピックの更新

日付と時刻の関数、数値の解釈、およびスクリプトのプレフィックスをカバーするスクリプトのトピックが改善されま

した。Qlik Cloudヘルプにより、ドキュメントに新しい例が追加されています。

更新されたヘルプトピックのリスト

サンプルのロードスクリプトとチャートの数式をテストするには、以下を参照してください。
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4   Qlik Sense August 2022の新機能

4 Qlik Sense August 2022の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

4.1 拡張分析

Qlik Sense Desktopでは Insight Advisorの使用が不可に

Insight Advisor (ビジネスロジックを含む)はQlik Sense Desktopでサポートされなくなりました。Insight Advisorは
新しい体験を得られるようにNovember 2022でアップグレードされます。Qlik Sense Enterprise on Windowsのみ

で利用可能です。Qlik Sense Desktopで引き続きInsight Advisorとビジネスロジックを使用する場合は、

August 2022にアップグレードしないでください。

チャートレベルのスクリプト作成

チャートレベルスクリプトは、変数やループなどのテクニックを使って、Qlikスクリプト言語のサブセットを使って

チャートの背後にあるダイナミックデータセットを修正することができる強力な機能です。元のデータセットにない

行や列を追加したり、修正したりすることができます。これにより、シミュレーションやゴールシークなど、これまで不

可能だったチャートの数式での計算が可能になりました。

4.2 ビジュアライゼーションとダッシュボード

棒グラフおよび円グラフのスタイルパネル

App開発者は、棒グラフと円グラフのタイトル、サブタイトル、脚注に使用されるフォントのスタイルを設定できるよ

うになり、ビジュアライゼーションをカスタマイズするための開発者のオプションが増えました。新しい [全般 ]タブに

は、フォントタイプ、サイズ、色、強調を変更するためのオプションがあります。チャートタブで、棒グラフの棒のスタ

イルや、円グラフのスライスのスタイルを制御します。

JSONをサポートする新しいチャートとスクリプト関数

JSON (JavaScript Object Notation)データのテスト、検証、変更をサポートするために、新しい関数が導入され

ました:IsJson, JsonGet, JsonSet。

set分析に新しい内部と外部の set数式

外集合式により、Qlik Senseアプリケーションのガバナンスが簡素化されます。1つのベースメジャーにさまざまな

フレーバーがある複雑なマスターメジャーを処理する場合に特に便利です。
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4   Qlik Sense August 2022の新機能

ベースマスターメジャーを微調整するために集合式を使用できるようになりました (例 : {<Year={2021}>}
[Master Measure])。

4.3 コネクタ

Office 365 SharePoint Metadataコネクタにより新しいテーブルをサポート

Office 365 SharePoint Metadataコネクタが更新され、Microsoft SharePointリストとビューへのアクセスがサポート

されるようになりました。以下の新しいテーブルをデータマネージャーまたはデータロードエディターにロードでき

るようになりました。[View]と[ItemsFromList]。

Qlik Web ConnectorsはQlik Sense Enterprise Client-Managedに含まれます

以下のQlik Web Connectorsは、Qlik Sense SaaS内と同様にQlik Sense Enterprise on Windows内でも、Qlik
Web Connectorsを別途インストールすることなく利用できるようになりました。

4.4 ドキュメントの改善と追加

スクリプトヘルプの改善

日付と時刻の関数、数値の解釈、およびスクリプトのプレフィックスをカバーするスクリプトのトピックが改善されま

した。Qlik Senseヘルプにより、ドキュメントに新しい例が追加されています。
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5 Qlik Sense May 2022の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

5.1 拡張分析

Insight Advisorのビジネスロジック細粒度制御

ビジネスロジックを使用すると、年次、四半期、月次などのカレンダー期間の既定の粒度を定義できます。既

定のカレンダー期間などの動作を作成するときに、特定の分析に粒度を使用するか無視するかを指定できるよ

うになり、より高度な細粒度制御が提供されます。

5.2 ビジュアライゼーションとダッシュボード

ボタンオブジェクトの新しいアクション

ボタンオブジェクトで利用できる新しいアクションにより、オンデマンドアプリとダイナミックビューのワークフローが改

善されます。アプリ開発者は、ボタンを使用して、新しいアプリとのインターフェースや新しいアプリへの移行をより

ユーザーフレンドリーにすることができます。

マップチャートによるラベルの色分け

新しいマップ設定には、ラベルの色分けのオプションが含まれており、ラベルがベースマップまたは色付きのエリアと

どのようにコントラストするかをカスタマイズできます。ベースマップに応じてラベルの色分けを自動的に調整するよ

うにマップを設定するか、希望する色を選択します。

ハブ内のお気に入り

ハブで簡単にアクセスできるように、プライベートまたは公開アプリをお気に入りとしてマークします。お気に入りの

アプリは、 アイコンでマークされ、新しい [お気に入り]セクションに表示されます。このセクションは、最低 1つの

アプリがお気に入りとしてマークされている場合にのみ、ハブ内に表示されます。

散布図が回帰直線をサポートするようになりました

再設計された散布図チャートは、より優れた柔軟性と詳細を提供します。散布図は、平均、線形、指数、対

数、および 2番目、3番目、4番目の多項式近似を含む回帰直線をサポートするようになりました。色とタイ

プ、垂直または水平フィットなどの回帰直線設定をカスタマイズし、数式を表示して2つの変数間の関係をすば

やく確認します。
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KPIの背景色と新しいアイコン

KPIチャートに背景色を追加できるようになり、ビジュアライゼーションをカスタマイズする際の柔軟性が向上しまし

た。多数の新しいアイコンも既存のアイコンセットに追加されました。

GeoAnalytics拡張機能を含むアプリのQlik Cloudへのアップロード

Qlik Cloudに移行するお客様を支援するために、GeoAnalytics拡張機能を使用しており、Qlik Senseの他の

バージョンからQlik Cloudにアップロードされているアプリには、12か月間の猶予期間があります。猶予期間に続

き、Qlik Cloudのマッピングチャートを使用することができます。マッピングチャートは、素早く簡単に使用でき、鮮

明な印刷とさらに多くの機能を提供します。

5.3 コネクタ

Databricks ODBCコネクタは、OAuthサポートと改善されたインターフェースを

備えています

Databricksコネクタは、Azure上のDatabricksを使用したOAuth 2.0認証をサポートするようになりました。OAuth
のサポートにより、IDプロバイダーを使用する場合のDatabricksへのシングルサインオン(SSO)も可能になりま

す。

Databricks接続インターフェースは、このコネクタにのみ適用されるデータベースプロパティを含むように簡略化さ

れています。

Qlik Web ConnectorsはQlik Sense Enterprise Client-Managedに含まれます

Qlik Webストレージプロバイダコネクタは、Qlik Sense SaaSの場合と同様に、Qlik Sense Enterprise on
Windowsで利用できるようになりました。対応するメタデータコネクタも統合されました。Qlik Web Connectorsを
別途インストールする必要はありません。これらのコネクタにより、ウェブストレージプロバイダー上で格納されてい

るファイルベースのデータにアクセスできるようになります。アクセスするには、直接インターフェイスでフォルダーとファ

イルを参照するか、テーブルで構造とオブジェクトリストするメタデータコネクタを別途使用します。サポートしてい

るウェブストレージプロバイダーのプラットフォームは、Amazon S3、Azure Storage、Dropbox、Google Cloud
Storage、Google Drive、Office 365 SharePoint、およびOneDriveです。

Oracle Walletのアップロードのサポート

Qlik Oracleコネクタは、Oracle Walletファイルのアップロードをサポートする追加のセキュリティ機能を提供するよう

になりました。Oracle Walletは、認証資格情報、プライベートキー、証明書などを格納するコンテナです。これに

より、組織はOracle Walletに含まれる定義済みのユーザー権限に基づいてセキュリティルールを簡単に適用で

きます。Qlik Oracleコネクタは、TLSで暗号化された通信チャネルを介してOracle Walletにアクセスできるように

なりました。

セルフサービスタスク管理 —ハブ内でリロードタスクを作成、編集、および削

除

ハブ内の新しい機能により、適切な権限のあるユーザーは、リロードタスクとスケジュール済みトリガーを作成、

編集、削除できるようになりました。

この機能は、機能フラグ「HUB_CREATE_EDIT_DELETE_TASK」の下にリリースされ、デフォルトでは無効 (falseに
設定 )になっています。
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6   Qlik Sense February 2022の新機能

6 Qlik Sense February 2022の新機能
このセクションでは、Qlik Senseのビジネスユーザー、分析クリエーター、データ統合者に、Qlik
Sense Enterprise on Windowsで利用可能な機能と改善点の概要を示します。

Qlik Sense管理者は、Qlik Senseの管理者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

Qlik Sense開発者は、Qlik Senseの開発者向けドキュメントセットの [新機能 ]セクションを確認する

必要があります。

6.1 拡張分析

Insight Advisorの「前の期間 対 現在の期間」ダッシュボード

Insight Advisorは、ユーザーが該当する項目を選択または検索したときに、ダッシュボード全体の形式で、より

堅牢な「前の期間 対 現在の期間」分析を返すようになりました。単純なチャートの代わりに、1つ以上のチャー

トとKPI、およびフィルターパネルを取得して、選択を行い、パフォーマンスの比較をさらに詳しく探索することがで

きます。

Insight Advisorのドル記号展開のサポート

Insight Advisorは、変数に含まれる数式を認識し、分析を生成するときにそれらを使用できるようになりました。

これにより、変数の数式を管理するユーザーは、より関連性の高い洞察を生成できます。

Insight Advisorのビジネスロジック細粒度制御

ビジネスロジックを使用すると、年次、四半期、月次などのカレンダー期間の既定の粒度を定義できます。既

定のカレンダー期間などの動作を作成するときに、特定の分析に粒度を使用するか無視するかを指定できるよ

うになり、より高度な細粒度制御が提供されます。

Insight Advisorでカスタマイズするための新しいビジネスロジックオプション

Insight Advisorによって生成された分析を改善するのに役立つ新しいパラメータがビジネスロジックに追加されま

した。オプションには、メジャーのトレンド方向と並べ替え順序の設定、システムで使用される分析のお気に入り

のタイプの指定、および複雑な数式の全体的な集計タイプの指定が含まれます。

l 好調なトレンド:メジャーの望ましいトレンドが増加または減少するかを設定します。

l お気に入り:ユーザーのクエリや選択なしでビジュアライゼーションを生成するときに Insight Advisorがメ

ジャーをより頻繁に使用するように、Insight Advisorの対象のメジャーを識別します。

l 全体的な集計 :集計が最初から明確でない複雑な数式を含むマスターメジャーを含むクエリに使用す

る集計をInsight Advisorが決定するのに役立ちます。

6.2 ビジュアライゼーションとダッシュボード
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6   Qlik Sense February 2022の新機能

グリッドチャートの改善

グリッドチャートの改善により、チャート内の各データポイントにラベルを表示できるようになりました。ラベルは、

データポイントのメジャーの値を識別します。このリリースで予定されているヒートマップ拡張機能の廃止に備え

て、グリッドチャートには [標準 ]と新しい [ヒートマップ]オプションの2つのレイアウトが用意されています。ヒート

マップレイアウトは、グリッドチャートにヒートマップチャートの機能を追加したものです。このリリースをもって、ヒー

トマップチャート拡張機能はサポートされなくなります。

変数管理の改善

Ideationによる最上位のリクエストである、更新された柔軟な変数ダイアログにより、チャート変数の管理が簡

素化されます。名前、説明、値、タグを含むすべての変数要素を表示し、変数の追加、検索、複製を行うこと

ができます。複数 (最大 20)の変数を同時に削除することもできます。これらの機能は、手動の作業を軽減し、

チームがより効率的に作業できるようにします。

6.3 コネクター

Google Drive用のQlik Senseコネクター

Google Drive用のQlik SenseコネクターはQlik Sense Enterprise Client-Managedに含まれています。これで、

Google Driveに保存されているデータにアクセスして、Qlik Senseアプリに直接ロードすることができます。

Qlik Webストレージプロバイダコネクタ

Google DriveとSpreadsheetsコネクター

Google DriveとSpreadsheets Metadata用のQlikコネクターがQlik Sense Enterprise Client-Managedに含まれ

るようになりました。

Snowflake接続の機能強化

Snowflakeコネクタは、キーペア認証の使用をサポートするようになり、Qlik SenseからSnowflakeにアクセスする

ときに強化されたセキュリティ対策を使用できるようになりました。

Amazon RedshiftによるAWS IAM資格情報認証のサポート

Amazon Redshiftコネクタによる新しい認証サポートにより、AWS Identity and Access Management (IAM)資格

情報認証を使用できます。これにより、組織はアクセス権を個別に指定するだけでなく、役割ベースのアクセス

権を割り当てることができます。

6.4 データとプラットフォーム

Excelへの書式設定されたエクスポート

ストレートテーブルをExcelにエクスポートするときに、書式設定オプションがサポートされるようになりました。エク

スポートされたテーブルには、Qlik Senseに表示される合計とスタイルが含まれるようになりました。

セルフサービスのタスク管理の追加

適切な権限を持つユーザーは、ハブでリロードタスクを簡単に開始、停止、表示できるようになりました。
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6.5 ドキュメントの改善と追加

スクリプトヘルプの改善

set 数式のチュートリアル

set分析用の set数式を構築する方法を学びます。

チャートの数式とロードスクリプト

チャートの数式とロードスクリプトで使用される関数の多くの新しい例。
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7 Qlik Sense November 2021の新機能

7.1 拡張分析

カスタムチャート期間

ユーザーは、Insight Advisorで使用される分析期間をカスタマイズできるようになりました。以前は、ユーザーはビ

ジネスロジックを変更するための権限が必要でした。現在、ユーザーはこれらの変更をオンデマンドで行うことが

でき、必要な洞察をすばやく取得する能力が向上しています。

Insight Advisorでのビジュアライゼーションの作成

DPS前の期間 対 現在の期間の分析

ユーザーは前の期間 対 現在の期間の分析を使用して、現在の期間と前の期間のメジャー値の変化を比較

できるようになりました。分析は折れ線グラフに適用され、ユーザーは 2つの分析期間の間でメジャーがどのよう

に異なるかを視覚化できます。

Insight Advisorでのビジュアライゼーションの作成

Insight AdvisorとInsight Advisor Chat全体で項目とマスターアイテムにアク

セスする際の一貫性

ユーザーが Insight Advisor Chatの [メジャー]ボタンと[軸 ]ボタンを使用して検索およびアクセスできるものは、ア

プリが公開されているかどうか、およびアプリに論理モデルが適用されているかどうかによって異なります。

Insight Advisor Chatでアプリを使用可能にする

質問に対するカスタム応答の作成

カスタム分析を使用すると、Insight Advisorの特定のフレーズに対するカスタム応答を作成できます。指定した

入力項目を使用して、比較、ランク付け、クラスタリングなど、返される分析を定義できます。これにより、複雑

なルールを定義することなく、自動生成された分析の制御が向上します。

Insight Advisorへのカスタム分析の追加

7.2 ビジュアライゼーション

衛星タイルの新しいホスト

衛星タイルプロバイダーによるAPIの変更により、衛星背景データをフェッチするために使用するホストは、

services.arcgisonline.comからibasemaps-api.arcgis.comに変更されます。

切り替えは、2021年 12月 7日に実施されましたが、大半のユーザーはお気付きにならなかったはずです。しか

し、ファイアウォールを使用してドメインを制限しているお客様は、移行後にこの新しいドメインを許可する必要が

あります。マップが期待どおりに機能しない場合は、Qlik管理者に連絡してください。この新しいサービスを許可

する必要がある場合があります。

Qlik Sense 1.0以降の新機能 - Qlik Sense, November 2023 32

/en-US/sense/November2023/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Insights/insight-advisor-create-visualizations.htm#anchor-4
/en-US/sense/November2023/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Insights/insight-advisor-create-visualizations.htm#anchor-4
/en-US/sense/November2023/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Insights/insight-advisor-available-chat.htm
/en-US/sense/November2023/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/BusinessLogic/business-logic-vocabulary-custom-analysis.htm


7   Qlik Sense November 2021の新機能

ツールヒントへのチャートの追加

このリリースには、ツールチップ内にマスタービジュアライゼーションを埋め込む機能を備えたツールチップのさらなる

カスタマイズが含まれています。これにより、最初に概要を視覚化してから、チャートを直接ドリルダウンして詳細

を確認できます。埋め込みチャートは、フォーカスのある軸の値が選択された状態を継承します。

カスタムツールヒントの作成

アクセス性

データモードの表示でのキーボードナビゲーション

ビューデータモードのストレートテーブルのキーボード操作が改善されました。

データモードの表示

レイヤーラベル

このリリースでは、レイヤーラベルが導入され、グラフの表示をより細かく制御し、柔軟性を高めることができま

す。自動、水平、傾斜などのラベルオプションに加えて、X軸にラベルを重ねることができるようになりました。レイ

ヤー化すると、ラベルをずらしてスペースをより有効に活用し、グラフ用のスペースを増やすことができます。

ビジュアライゼーションの外観の変更 : X軸とY軸

折れ線グラフに表示されるすべてのラベル

折れ線グラフのラベルが新しい [すべて]オプションで拡張され、データラベルが常に表示されたままになります。さ

らに、利用可能なスペースに基づいてラベルを自動的に表示する[自動 ] オプションが改善され、より多くのラベ

ルが表示されるようになりました。

折れ線グラフプロパティ:スタイル

画像のサイズ変更と配置

コンテキストと洞察を追加するために、ストレートテーブルの行にURLで画像を追加できるようになりました。

テーブルプロパティ:データ

プロパティパネルからのマスターアイテムの編集

プロパティパネルから直接、マスタービジュアライゼーション、マスター軸、マスターメジャーを編集できるようになり

ました。

マスタービジュアライゼーションの編集

マスター軸の編集

マスターメジャーの編集

コンテナオブジェクトでの既定タブの定義

コンテナオブジェクトを使用すると、限られたスペースにビジュアライゼーションを追加できます。既定では、コンテ

ナを表示すると最初のタブが表示されます。ユーザーエクスペリエンスを向上させるために、コンテナを作成または

編集するときに既定のタブを設定できるようになりました。

コンテナーの作成
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7.3 コネクター

Snowflake接続の機能強化

キーペアリングを使用して認証できるようになりました。接続ダイアログで既定の役割を上書きし、アクセスできる

役割を指定することもできます。

Snowflake接続の作成

7.4 プラットフォーム

スケジュールされたリロードの部分的なリロード

QMCでスケジュールされたリロードに部分的なリロードオプションを使用できるようになりました。部分的なリロード

には、完全なリロードと比較していくつかの利点があります。

l 最近変更されたデータのみをロードする必要があるため、より高速です。データセットが大きい場合、違

いは大きくなります。

l ロードされるデータが少ないため、消費されるメモリも少なくなります。

l ソースデータへのクエリがより高速に実行され、ネットワークの問題が発生するリスクが軽減されるため、

信頼性が向上します。

タスクの編集

NVDAとChrome スクリーンリーダーのサポート

サポートされている構成は、Microsoft WindowsとGoogle ChromeのNVDAスクリーンリーダーになりました。

スクリーンリーダーでのQlik Senseの使用

Qlik Sense Enterprise on Windowsインストーラーの改善

インストールフローが改善されました。また、以下もサポートするようになりました。

l インストール中のリスニングポートの設定。

l QRS接続プールサイズを設定します。

シングルノードへのQlik Sense Enterprise on Windowsのインストール

マルチノードサイトでのQlik Senseのインストール

署名付きキーを使用する際にQMCにライセンス情報を表示する

署名付きライセンスキーを使用して、ライセンス情報をQMCで表示できるようになりました。

サイトライセンス

SCRAM暗号化を許可する

QRSの一部として、SCRAM暗号化のサポートを追加します。

データベースのセキュリティ
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8 Qlik Sense August 2021の新機能

8.1 拡張分析

主要因を分析用するための相互情報

洞察では、項目間の相互情報を分析し、スコア化できるようになりました。これによって、ある項目が他の項目

に与える影響の測定ができるので、他の対象とする項目にどの項目が要因となっているかを知ることができま

す。

また、MutualInfo関数を使用して、チャート内のターゲットと要因の間の相互情報が計算できるようになりまし

た。これにより、一対ごとの相互情報分析や値別の要因分解などの分析が可能になります。

8.2 ビジュアライゼーション

副軸の棒

コンボチャートの第 2軸に棒を追加できるようになりました。

メジャーごとの色

コンボチャートでは、メジャーごとに独自のカラー設定を、単一の色または式による色に設定することができます。

ダークモードベースマップ

ダークテーマの4番目のベースマップタイプがマップチャートオプションに追加されました。中間色のダークベース

マップは、コンテンツに焦点を合わせ、明るい色のフィーチャーレイヤーを際立たせます。

ポイントレイヤーのURLによる画像

URLからポイントレイヤーマップに画像を追加できるようになりました。これは、Qlik Cloudメディアライブラリにある

画像の追加すること加えて行われます。

ストレートテーブルの画像

URLベースの画像をストレートテーブルに追加できるようになりました。
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9 Qlik Sense May 2021の新機能

9.1 拡張分析

Insight Advisor Chat改善点

このリリースでは、質問応答のナラティブの改善、質問解析用の洗練されたUI、質問に応答する際のよりインテ

リジェントなアプリ選択など、Insight Advisor Chatにいくつかの拡張機能が行われました。

Insight Advisor Search
Qlik Senseアプリ内の検索ベースの分析には、次のようないくつかの改善が加えられました。

l 変更の時系列分析 – Insight Advisorは、チャートの組み合わせにより2つの日付期間に挟まれたデー

タの分析を使用して応答するなど、1つの分析タイプに対して複数のチャートを生成するようになります。

l 自然言語生成 (NLG) – Insight Advisor Searchによって生成されるビジュアルチャートには、ストーリーの

洞察を表示してデータを解釈する新しいオプションが追加されました。

9.2 ビジュアライゼーション

ビデオプレーヤー

Qlik Senseアプリにビデオを直接埋め込んで再生できる新機能。

アクティブチャートとグリッド軸

チャートの場所とデザインキャンバス上の関連軸を識別しやすくする強化された機能がビジュアライゼーション用

グリッド軸に追加されました。オブジェクトの右下に新しいインジケーターがあり、デザインキャンバス上でチャート

オブジェクトを移動またはサイズ変更するときに、これらの追加された軸および座標があります。

新しく改善されたコンボチャート

縦書き表示、メジャーと軸に基づく基準線、折れ線グラフや棒グラフのスタイルなどの機能が強化され、改善さ

れたコンボチャートを使用できるようになりました。

9.3 コネクター

新しいDatabricks ODBC Connector
Qlikの戦略的パートナーであるDatabricksの人気の高まりをサポートするために、Qlik Senseには新しいSpark
3.0エンジンを含むDatabricks用の事前構成済みコネクターが含まれるようになりました。Databricks SQL
Analytics servicを活用し、Databricks Connectorを使用すると、Qlik Senseユーザーは Databricksに簡単に

データを含め、自分のビジネスを包括的に把握して新しい洞察およびデータ主導アクションを生成することができ

ます。
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新しいAzure Synapse Connector
Qlikは、Azure Synapse Analyticsの新しいコネクターを導入することにより、ユーザーが直接アクセスできるデータ

ソースの数を増やし続けています。

Presto Kerberosサポート

これで、Kerberos kinit認証を使用してPresto Connectorを認証できます。

9.4 モバイル

Microsoft Edgeのサポート

iOSおよびAndroidでのMicrosoft Edgeモバイルブラウザーのサポート。

9.5 プラットフォームと管理

セルフサービスのタスク管理

ユーザーは、管理とスケジューリングを改善するためのハブエクスペリエンスの一部として、タスクを作成および編

集できるようになりました。

強化されたODAG パフォーマンス

同時 ODAGリクエストの最大数を10から50に増やすことで、ODAGのパフォーマンスが向上し、大規模なユー

ザーグループがODAGをまとめて活用しやすくなりました。
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10 Qlik Sense February 2021の新機能

10.1 拡張分析

ビジネスロジック

既定の分析期間 :ユーザーが Insight Advisorを使用するときに、「月」、「四半期」、「年」などの用語を使用す

る自然言語の質問に対して、既定の分析期間を指定できるようにします。

ビジネスロジックチュートリアル

ビジネスロジックを使用して Insight Advisorの検索ベースの分析を改善する方法を示す新しいチュートリアルが

あります。論理モデルをカスタマイズし、語彙を追加することで、検索ベースの分析のエクスペリエンスを向上させ

ることができます。

K平均法クラスタリングの正規化

データの正規化をユーザーが選択および制御できるようにするK平均法クラスタリング機能の拡張機能。

Insight Advisor Chat
ユーザーは、リモートサービスとしてQlik Cloudで実行されている多言語の自然言語機能を利用できるようにな

りました。

10.2 ビジュアライゼーション
l グリッドチャート: 2つの軸の測定値を視覚化する非常に効果的な手段を提供する新しいタイプのビジュ

アライゼーション。

l 非表示のシート:アプリの作成者は、条件に基づいてシートを表示または非表示にできるようになりまし

た。エクスペリエンスを調整することで、同じアプリでさまざまなユーザーグループをターゲットにできるように

なりました。

l 数式のマスターメジャー:ユーザーが数式内のマスターメジャーを参照できるようにし、生産性とガバナン

スを向上させます。

10.3 接続性
l Amazon Athena用の新しいODBCコネクタ。

l Teradata ODBCコネクタを更新し、マルチドメインシングルサインオンのサポートを追加しました。

10.4 Qlik Engine
l スクリプト内のマージコマンド:データモデル全体をリロードすることなく、変更されたデータをQlikアプリ

ケーションにロードできるQlikスクリプトの新しい「マージ」コマンド。
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o 注 :これはエンジン機能のみであり、商用利用の場合は、「部分的なリロード」をAPI経由ではな

くスケジュールされたリロードで公開できるようにするための追加機能が必要になります。

10.5 ドキュメントの改善と追加

データセキュリティとSection Accessの改善

Section Accessを使用してデータセキュリティを管理するためのドキュメントが刷新され、データ削減を使用して

セキュリティのレベルを強調する新しい組織構造が追加されました。Section Accessの概念の明確な説明と、よ

り多くの認証スクリプトの例が追加されました。
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11 Qlik Sense November 2020の新機能

11.1 拡張分析

ビジネスロジック

堅牢なビジネスロジックレイヤーは、ビジネスルールとメタデータを作成して、インサイトを生成し、ユーザーと会

話するときに Insight Advisorの動作をカスタマイズおよびガイドする機能を提供します。これには、項目の論理

的なグループ化、データの分類、既定の動作の指定、優先関係の定義などの機能が含まれています。ユー

ザーはカレンダー期間を作成して、優先する時間枠に基づいてメジャーをフィルタリング、集計、比較する方法を

定義できます。自然言語処理は、より自然な相互作用のための語彙ルールや同義語の定義など、カスタマイ

ズすることもできます。

Insight Advisor Chat
Insight Advisor Chatは、Qlik Senseハブで利用できる、Qlik Senseにネイティブな次世代の完全な会話型分析

エクスペリエンスです。これは、当社のコグニティブエンジンによって駆動され、自然言語処理と生成 (NLPおよび

NLG)を使用して、ユーザーの意図を理解し、質問に対する話と視覚の両方の応答を生成します。Qlik Sense
アプリ全体で機能し、アプリ内の検索ベースの視覚分析に直接移行して、より深く探索することができます。9
月にSaaSでリリースされ、Qlik Insight Botに代わって、Windows上のQlik Senseのライセンスされた付加価値製

品として提供されるようになりました。Windowsバージョンは、Microsoft Teamsおよび Slackとの統合をサポート

しています。

K平均法クラスタリング-拡張された機能

Qlik Engineに搭載されたK平均法クラスタリングは 9月にリリースされました。この関数を使用すると、類似性

に基づいてデータポイントをクラスターにグループ化できます。これは、顧客のセグメンテーション、不正検出、お

よびその他の多くのユースケースに非常に役立つ機能です。

このリリースでは、自動クラスタリングのサポートによりKMeans関数が改善されました。ユーザーがクラスターの数

に0を設定すると、そのデータセットに最適なクラスターの数が計算されます。この拡張機能は、Qlikの高度なク

ラスタリング機能に基づいています。

Insight Advisorのビジュアライゼーションの代替案

Insight Advisorは、検索ベースの分析で生成された結果の代替ビジュアライゼーションオプションを提供し、デー

タが最も有用で意味のある方法で表示されるようにします。さらに、ユーザーは、Insight Advisor分析内で代替

を表示するときに、より多くのチャートの種類から選択できます。

11.2 ビジュアル分析と使いやすさの向上

カスタムツールヒントの画像

ユーザーは、ツールヒントにカスタム画像をロードして、より多くのスタイリングオプションを利用できるようになりま

した。メディアライブラリの画像を掲載したり、URLで画像を参照したりできます。画像はオブジェクトにカーソルを

合わせたときに追加のコンテキストを提供するための優れた方法であるため、これによりアプリ開発の柔軟性と拡

張オプションがさらに提供されます。
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アプリ間でのシートのコピー

ユーザーはアプリ間でシートをコピーして、パワーユーザーとアプリケーション開発者の生産性を向上させることが

できます。これは、組織全体でより迅速なインサイトを促進するため、お客様からの要望の高い機能です。

オブジェクト間でのメジャーのコピー

アプリ開発をスピードアップするもう1つの機能であり、ユーザーはチャート間でメジャーをすばやくコピーできます。

これは小さいながらも強力な機能拡張であり、組織内でより迅速なインサイトを促進します。

その他のチャート改善点
l チャートの免責事項を非表示にする機能。ユーザーは、追加のデータポイントの免責事項を表示する

かどうかを決定できるようになりました。

l ウォーターフォールグラフのメジャー制限が増加し、15ではなく50のメジャーがサポートされるようになりま

した。

l 他のものを含むテーブルミニチャートの拡張機能、およびnull。

使いやすさのルックアンドフィール

見栄えの良いアプリのための新しいモダンなQlik Senseテーマ。色とフォントを選択するためのすっきりとしたスタイ

リングオプションを備えたモダンなルックアンドフィールを導入し、アプリが既定で新鮮な魅力を持ち、Qlikブラン

ドと一貫していることを保証します。

11.3 プラットフォーム

Qlik Sense Enterprise Client-ManagedからSaaSスペースへの拡張アプリ配布 :

l クラウド接続を簡単にテストするための新しい [接続のテスト]ボタン。

l マルチクラウドセットアップコンソールで新しい展開を作成するときのローカルベアラートークンの使用。

l アプリの配布ステータスとポリシーのナビゲーションが改善され、クラウド配布セクション内になりました。

l QMCのマルチクラウドセットアップコンソールへの新しいリンク。

11.4 モバイル

Qlik Sense Mobile Client ManagedおよびBlackBerry向けQlik Sense Mobileの最新のモバイルOSリリース

(iOS14およびAndroid 11)をサポートするためのQlik Sense Mobile Client Managedアップデート。
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12 Qlik Sense September 2020の新機能

12.1 拡張知能

新しい検索ベースのビジュアル分析チャートの種類

検索ベースのビジュアル分析で洞察を生成する場合、Insight Advisorはいくつかの新しい種類のビジュアライ

ゼーションを自動生成するようになりました。これには、次が含まれます。

l クラスターチャート–新しいK平均法クラスタリング機能を使用するクラスターを表示します。

l 相関チャート–相関機能を使用する相関を表示します。

l コントロールチャート–時間の経過とともにプロセスがどのように変化するかを表示します。

モバイルデバイスでの検索ベースのビジュアル分析

検索ベースのビジュアル洞察生成が、携帯型モバイルデバイスで利用できるようになりました。これにより、従来

のオーサリングとは対照的に、小さなフォーム要素で新しい分析や洞察をより直感的に作成する手段を提供し

ます。ブラウザベースのユーザーインターフェースを介して、携帯型デバイスで利用できます。

高度な分析計算 - K平均法クラスタリング

このリリースでは、Qlik Associative Engineに搭載された高度な分析計算が導入されました。最初の機能は K
平均法クラスタリングで、類似性に基づいてデータポイントをクラスターにグループ化することができます。これは、

顧客のセグメント化、不正行為の検出、その他多くのユースケースで非常に有用な機能です。

12.2 ビジュアル分析の改善点

改善された基準線

棒グラフと折れ線グラフに、フォーマットされたラベルが付いた軸ベースの (垂直 )基準線が含まれるようになり、時

間軸に沿って詳細 (重要なイベントの開始日と終了日など)を追加してチャートを強化するのに役立ちます

アニメーターコントロール

アニメーターコントロールでは、任意の軸の値を自動選択し、集計の有無にかかわらずループで再生すること

で、時間の経過とともに変化するデータをアニメーション化する機能をユーザーに提供します。

その他のチャート改善点
l マスターメジャーの数値書式

l コンテナ内の境界のオンとオフを切り替える

l サンキーグラフでのカスタムソート

l フィルターパネルでの頻度カウント

l WMS (ウェブマップサービス)レイヤーの不透明度

l ホバーアイコンの切り替え

12.3 管理の改善
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アプリの配布

QSEoWは、マルチノード展開からQlik Sense Enterprise SaaSテナントへのアプリ配布に対応するようになりまし

た。

QMCステータスページ

ステータスページは、マルチクラウドセットアップコンソールへのリンクをユーザーに表示するなど、アプリの配布を

理解および監視するためのより良い方法を提供します。

セルフサービスハブの改善点

ハブのテーブルビューは、スケーラブルで使いやすいアプリマネージャーを提供します。次の機能が含まれます。

l 名前、説明、所有者、公開済み (該当する場合 )、最後に再読み込まれたデータ(該当する場合 )、詳
細の列

l 列のヘッダーをクリックしてソート

l グリッド(Ctrl + g)やリスト表示 (Ctrl + Shift + l)のようなキーボードショートカット

l キーボードでのナビゲーション

l Qlikサポートのスクリーンリーダーへの対応

12.4 その他の改善点

NFSプロトコルへの対応

WindowsにQlik Sense Enterpriseをインストールする場合、ネットワークファイルシステム (NFS)プロトコルを介し

てファイルストアに接続できます。NFSサポートにより、たとえば、Google Cloud Platformを使用するときにLinux
ベースのファイルストアを使用できます。

データリテラシーを内蔵

Qlikは、データリテラシーの高い世界の実現に向けたビジョンに焦点を当ててきました。このミッションの一環とし

て、初めてのユーザーを念頭に置いて、Qlik Sense内にユーザーにデータに関する支援および教育を行うための

新しい機能が追加されています。これらの機能は、初めてのユーザー向けに、オンボーディングを促進し、より短

時間での洞察を可能にするためにQlikに固有のデータ概念を分かりやすく説明し、チャート作成のためのより

多くのコンテキストや軸/メジャーの詳細を説明しています。
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13 Qlik Sense June 2020の新機能

13.1 ビジュアライゼーションとダッシュボード

スパークラインチャート

ストレートテーブルで、ミニチャートをテーブルセルに追加できるようになりました。スパークラインチャートと呼ばれ

るこのミニグラフは、2番目の軸全体を測定できる小さな折れ線グラフです。

新しいブレットチャート

新しいブレットチャートは、KPIを表示するためのカスタムゲージです。新しいブレットチャートでは、カスタマイズ

が拡張され、機能が向上しています。新しいブレットチャートは、ビジュアライゼーションバンドルの一部として以

前に含まれていたブレットチャートを置き換えます。

テーブルのカスタマイズ

ストレートテーブルまたはピボットテーブルのいずれかを使用する場合、スクロールバーのサイズを設定できるよう

になり、ホバー時に行を強調表示できるようになりました。

組織図の強化

ホームボタン、境界線の色オプション、自動サイズ変更などの改善により、組織図とのやり取りがより簡単になり

ました。

フィルターパネルの強化

フィルターペインを使用する場合、テキストを左、右、または中央に配置できるようになり、ユーザーは値をローカ

ルクリップボードにコピーできます。

数値書式

棒グラフ、折れ線グラフ、および円グラフを使用する場合、メジャーごとの色または数式ごとの色を使用する場合

の色範囲をカスタマイズできるようになりました。

カスタムツールヒントの強化

カスタムツールヒントオプションの改善 :

l 折れ線グラフのツールヒントサポート

l すべてのチャートのツールヒントの詳細情報

l 数式を使用した動的なタイトル

l 数式修飾子のサポート: ALLとTOTAL

l 既定行を非表示にするオプション

Contents
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13.2 データの管理、接続および統合

ダイナミックビューとODAGの改善

ダイナミックビューは、更新中により多くの情報を提供するようになり、パフォーマンスが大幅に向上しました。ダイ

ナミックビューとODAGに必要なスクリプトも大幅に簡素化され、選択の受け渡しとクエリの作成に必要なコード

の量が最小限になりました。

SaaSに対するQlik Sense Desktop認証

これで、Qlik Sense DesktopをQlik Sense BusinessまたはQlik Sense Enterprise SaaSのいずれかのSaaS版に

対して認証できます。これで、Qlik Senseのどの版でも作成権限を持つユーザーは、ローカルユーザーとオフライ

ンユーザーのQlik Sense Desktopのロックを解除できます。

Qlik Sense Cloudに対する認証

13.3 管理の改善

Qlik Management Consoleの改善

Qlik Management Consoleランディングページでカスタムフィルター機能を公開することによるアクセシビリティの

向上。これにより、ユーザーはテーブルビューをカスタムフィルターとして保存でき、テーブルの最適な表示方法を

簡単に選択できます。

ライセンスの改善

Qlikは、ライセンスプロキシ認証を提供して、顧客のライセンス管理を簡素化します。ライセンスプロキシ認証

は、QlikViewおよびQlik Senseの展開とQlik Licensing Serviceの間のライセンス認証を管理する安全な方法

を提供します。Qlik Licensing Serviceは、顧客がガバナンスとコンプライアンスの要件を監視する必要をなくすこ

とにより、大きなメリットを提供します。

Contents
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14 Qlik Sense April 2020の新機能

14.1 ビジュアライゼーションとダッシュボード

このリリースでは、多くの新しいビジュアライゼーション機能とスタイル設定がQlik Senseに追加され、ユーザーはよ

り高度でカスタマイズされた分析を作成できるようになりました。ビジュアライゼーションバンドルに組織図が加え

られたほか、相対修飾子を棒グラフ、コンボチャート、折れ線グラフ、テーブルに追加できるようになりました。さら

に、テーブル、ピボットテーブル、KPI、マップ、カスタムツールヒントが改善され、アプリのナビゲーションが強化され

ました。

ビジュアライゼーション

組織図

組織を表すための新しいチャートを追加して、ビジュアライゼーションバンドルを強化しました。組織図を使用し

て、ツリー構造のデータから組織図を作成できます。ツリーを展開したり折りたたんだりして、階層内を移動でき

ます。

テーブルでの検索

URLリンクによる標準検索に加えて、テーブル内のリンクラベルによる検索が可能になりました。またオプションに

より、タッチ式のネイティブスクロールを解除して、最初の行の固定を有効にすることもできます。

ピボットテーブルの改善点

ピボットテーブルに2つ改善が加えられました。

l ピボットテーブルのレイアウトステートが保存できるようになりました。これにより、展開または折りたたんだ

ノードをブックマークとして保存できます。多数のノードがある大型のピボットテーブルの表示を共有する

ために最適な改善です。

l 最初のメジャー別にソートできるようになりました。このソート方法は、その他すべてのソートに先行しま

す。これにより、カテゴリを異なった方法、たとえば名前別ではなく売上別でソートできるようになります。

マップチャートの改善点

マップレイヤーのプロパティを複数強化しました。メジャー別の色とサイズ向けに、マップチャートで数値書式オプ

ションが使えるようになりました。ポイント上のアイテムとエリアマップレイヤーの上限を50,000に拡大しました。

相対修飾子 (パーセンテージ)
相対修飾子により、数式の構文を書かずに、メジャーの相対的なパーセンテージを素早く表示できます。これを

使用すると、特定の選択、選択との相対、合計との相対、またはその他のフィールドとの相対の影響を表示で

きます。棒グラフ、コンボチャート、折れ線グラフで設定として利用できます。

ダッシュボードとアプリケーション

ツールヒントのカスタマイズ

ツールヒントで既定のメジャーの除外を選択できるようになりました。また、ビジュアライゼーションからツールヒント

のすべて、または一部を非表示にすることもできます。
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シートトリガー

この機能により、ユーザーがシートを開いたときにトリガーされるアクションを追加できます。この機能を使用する

と、機能的に一段と高度なナビゲーションが可能になります。アクションには、選択、項目のステート、ブックマー

ク、変数の設定が含まれます。

グローバルナビゲーション

グローバルナビゲーションにより、Qlik Senseのクライアントでドロップダウンリスト経由による、トップレベルのナビ

ゲーションへの新しいアプローチを提供します。

タブナビゲーション

テーマとスタイル

KPI フォントレイアウト

KPIでフォントのレイアウト動作を選択する際に、新しいオプションを使用できるようになりました。固定レイアウト

(テキストサイズは常に同一 )、流動的レイアウト(テキストサイズはボックスサイズに依存 )、または応答性が高い

レイアウト(ボックスサイズとテキストの長さに応答 )から選択できます。

14.2 高度なオーサリング

アプリのスペースへの配布

マルチクラウド展開においては、コンテンツの配布ポリシーをさらに制御できるようになりました。段階アプリを

Windows環境のQlik Sense EnterpriseからQlik Sense Enterprise SaaSにある管理スペースに直接送信して、

組織全体で幅広く使用できるようになりました。さらにこれらのアプリは、Windows環境にリロード後、管理ス

ペースで更新されます

クラウドハブへの公開

共有ブックマーク

コレボレーションを改善するために、公開済みアプリ内でブックマークを共有する新しい方法を追加しました。コ

ミュニティブックマークにリンクをコピーし、メールや Slackといった他のチャネルで共有できます。

安全なスケジュール済みリロード

QMC経由で安全なスケジュール済みリロードを実行できます。これにより、データアクセス関連の保護とガバナン

スが改善されます。これには、複数のドメインにわたるシングルサインオンへのサポートが含まれます。
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15 Qlik Sense February 2020の新機能

15.1 拡張知能

このリリースでは、Qlik cognitive engineによって駆動されるQlik Senseの視覚的洞察生成機能にいくつかの改

善を加えました。レーダーチャートへの対応を追加したことにより、該当する条件が満たされたときに、コグニティ

ブエンジンがこのタイプの視覚化を自動的に生成できるようになりました。また、自然言語処理 (NLP)のための

パターン検出を改善し、自然言語連想検索をQlik Sense Enterprise on Windowsで利用できるようにしまし

た。これらの機能は、Qlik Sense内でAIが生成した洞察の提案の品質と関連性を向上させるのに役立ちま

す。

改善された自然言語処理 (NLP)
より良いパターン検出によりQlik cognitive engineのNLPを改善し、より適切な洞察の提案を促進しました。

自然言語サポート

Insightsの自然言語サポートは、Qlik Sense Enterprise on Windowsの新規インストールに対して有効になって

います。既存のインストールをアップグレードするときにこれを有効にすることは可能ですが、サーバーSSL証明書

を置き換える必要があります。また、Natural Language Insightsが改善され、すべてのプラットフォームでパターン

検出が向上しました。

Insightsで拡張チャートに対応

Insightsでレーダーチャートへの対応が追加されました。12以下の値を持つ2つの軸と、メジャーがある場合、

ユーザーにこれが表示されます。最初の軸の値の明確な比率は 0.3未満である必要があります。

15.2 ビジュアライゼーションとダッシュボード

このリリースでは、多くの新しいビジュアライゼーション機能とスタイル設定がQlik Senseに追加され、ユーザーはよ

り高度でカスタマイズされた分析を作成できるようになりました。近似曲線、テーブル内の指標、移動平均と差

分の修飾子、カスタムツールヒント、メジャー用の複製機能を追加しました。これらはすべて、お客様からの

フィードバックに基づいています。新しいスタイル設定には、ピボットテーブルの軸、ヘッダーおよびセルのオプショ

ン、スタイルが改善された新しいアクションボタン、折れ線グラフの線オプション、ファネルチャートでのカスタムソー

ト、およびカスタムテーマでのフォントファミリへの対応が含まれます。また、マッピング機能とプレゼンテーションも

改善されました。これらの機能により、Qlik Senseのビジュアライゼーションおよびダッシュボード機能の品質と能

力が再び拡張されました。

ビジュアライゼーション

トレンドライン

このリリースでは、棒グラフと折れ線グラフの両方にトレンドラインを簡単に追加するための新しい統計機能を備

えています。トレンドラインのオプションには、2次、3次、4次の平均、線形、指数、対数、累乗、多項式があ

ります。
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テーブルトレンドインジケーター

ストレートテーブルは、グラフィック要素で強化されています。ユーザーは、KPIオブジェクトに似た条件付きアイコ

ンを追加できます。テーブルインジケータは、動向や警告情報を示したり、重要な情報を強調したりするのに役

立ちます。

移動平均と差分

棒グラフ、折れ線グラフ、テーブル、およびコンボチャートに2つの新しい修飾子が追加されました。新しい修飾

子は、12か月ローリング平均など、完全な移動平均とステップ差に対応します。修飾子の概念は、式に別のレ

ベルを追加するための迅速かつ簡単な方法を提供します。生成された式は、検査のコピーおよび編集に使用

できます。

カスタムマップポイントシンボル

標準図形に加えて、マップチャートのポイントレイヤーに画像を追加できるようになりました。ポイントレイヤー

は、画像の回転にも対応します。画像をマップシンボルとして使用することは顧客から強く要望されており、一

般的なユースケースでは、アセットの種類を分離したり、マップ上でロゴを使用したりします。

ファネルチャートの強化

ファネルチャートで新しいカスタムソートオプションを使用できます。この機能は、ユーザーがより厳密でないファ

ネルをモデル化したい場合に役立ちます。

ダッシュボードとアプリケーション

改善されたアクションボタン

背景色と画像、ラベルのフォントサイズと色と境界線の色、幅、半径など、より多くのスタイル設定を使用してア

クションボタンを改善しました。これはお客様から強く要望されておりました。

ボタン

カスタムツールヒント

カスタムツールヒントは、棒グラフ、コンボチャート、マップチャート、円グラフ、散布図、およびツリーマップで使用

できます。メジャーを追加して、ツールヒントを調整できます。書式設定する数値。これはお客様から強く要望さ

れておりました。

マップレイヤー選択トグル

コンテンツ作成者は、どのレイヤーを選択可能にするかを決定できるようになりました。これは、背景情報を保持

するレイヤーに便利です。

条件背景レイヤー

マップ背景レイヤーは、[条件の表示 ]オプションを使用してオンまたはオフに切り替えることができます。

軸とメジャーの複製

ビジュアライゼーションで作成された軸に基づいて、マスター軸を作成することもできます。

テーマとスタイル

ピボットテーブルスタイル指定

スタイル指定には、ヘッダーのフォントサイズと色、セルのフォントのサイズと色、軸値のテキスト配置と色が含まれ

ます。スタイル指定により読みやすさが向上し、ユーザーはQlik Senseテーブルの外観を作成およびカスタマイズ

できます。

折れ線グラフのスタイル指定

折れ線グラフは、多くの新しいスタイル設定によって改善されました。折れ線は、メジャーごと、またはチャート全

体に対して個別にスタイル設定できます。
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l [線の太さ]:
l 線のスタイル:実線または破線

l 線の屈曲度 :滑らかまたは直線

l 垂直プレゼンテーション

拡張フォントファミリの選択

新しいテーマ設定により、開発者はQlik Senseチャート内のテキストのフォントファミリを設定できます。多くのお

客様から、カスタムフォントを使用してアプリのスタイルを設定する機能を要求されていました。

15.3 データの管理、接続および統合

このリリースでは、Qlik SenseとQlik Catalogの統合と、Qlik Senseの全体的な接続性を拡張しました。

Qlik Catalogを介したQlik Sense内のQVD Catalog Browsing
2019年 6月のリリースで、Qlik CatalogはQVDファイル内に保存されたデータを取り込み、プロファイルし、洗練

し、カタログ化し、公開する機能を備えました。これに加えて、Qlikの顧客がQVDファイルを整理して見つけるの

を支援することに特化した新サービスを2019年 9月に導入しました (Qlik Catalog for QVDs)。2020年 2月に

Qlik Senseに新しい機能を導入することで、Qlik SenseとQlik Catalogの統合をさらに強化しました。Qlik Sense
といずれかのQlik Catalog製品をお持ちのお客様の場合、Qlik SenseユーザーはQlik Senseデータマネージャー

内からQVDカタログを表示できるようになります。これにより、Qlik Senseユーザーは、使い慣れたQlik Sense環
境を離れずにQlik Catalogを活用できるようになりました。

l Qlik SenseデータマネージャーからQVDを簡単に探して選択できます。複雑なフォルダ階層をナビゲート

したり、ファイル命名規則に依存したりする必要はありません。

l Qlik Senseを離れることなくQlik Catalogの機能を生かします。

コネクター

Google Big Query の改善

Google Big Query Storage APIへの対応が追加されました。Google Big Queryコネクターでサービス認証オプショ

ンに対応しました。

バックエンドの改善
l 負荷分散データのリロードタスクのパフォーマンスが大幅に向上しました。

l SAML2コンポーネントをアップグレードして、最新のセキュリティ強化を実現しました。
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16 Qlik Sense November 2019の新機能

16.1 ビジュアライゼーションとマッピング

テーブルスタイル指定

この機能により、アプリ開発者は、テーブル作成時のスタイル、以下を含むルックアンドフィールをより詳細に制御

できます:

l ヘッダーのフォントサイズと色

l セルのフォントサイズと色

棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、および表の集計の改善
l チェックボックスオプションを使用したUIのメジャーの集計へのショートカット

l 集計は、軸全体または有限のステップ数で行うことができます

メッコチャート

マリメッコチャート、モザイクプロット、モンドリアンダイアグラムなど、他の名前でも知られる新しいネイティブチャー

ト。このチャートは、一般的に金融およびマーケティングのユースケースで使用されます。

企業、チャネル、および結合された企業ごとの売上など、異なるカテゴリの共有の大きさを示すのに役立ちます。

4つの通常の棒グラフを使用する代わりに、Mekkoはすべての側面をキャプチャできます。

メッコチャート

自動ズームからマップレイヤーを除外する

自動ズームからマップレイヤーを除外する機能により、マップチャートのレイアウト制御が強化されます。マップアプ

リケーションを構築する場合、ズームからレイヤー、通常はグリッドレイヤー、背景/ CAD図面などの背景レイヤー

を除外することが重要な場合があります。デフォルトの動作では、すべてのレイヤーが表示されるようにズームア

ウトします。

Trellis container /格子コンテナの改善、視覚化バンドルの強化
l 2軸を使用して、各軸に1次元のグリッドを作成できるようになりました。計算軸も使用できます。

l ボーダーを表示して個々のトレリスチャートを強調表示し、幅、色、スタイルを調整できます。

l 拡張上級モードのサポートにより、より複雑なチャートのトレリングが可能になります。

16.2 Qlik Sense Mobile Client Managed
Qlik Sense Mobile for Androidを使用したアプリへのオフラインアクセスに対応

Qlik Sense Mobile November 2019を使用すると、Androidデバイスでオフラインアクセス用のSenseアプリをダウン

ロードできます。
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17 Qlik Sense September 2019の新機能

17.1 高度なオーサリング

既定のランディングシート

ユーザーがQlik Senseアプリケーションを開いたときに定義済みの選択を適用する機能を踏まえて、Qlik Sense
September 2019では開発者がランディングシートを選択して、ユーザーを特定のシートに移動させることができ

ます。このアクションと定義済みの選択を合わせてユーザーが分析プロセスにおいて求める焦点を提示すること

で、Qlik Senseのガイド型アナリティクスのエクスペリエンスを強化することができます。

アプリのランディングページを作成する既定のブックマークの設定

フィルターパネルにおける検索数の上限を拡大

フィルターパネルでの検索値の上限が 5,000文字に増えたことで、従来よりも多くの値を一括選択できるように

なりました。これまでは、フィルターパネルに入力できる検索文字列が 255文字に制限されていたため、フィール

ドに選択を適用する際に、多数の異なる値をコピーアンドペーストすることはできませんでした。

Expression Promotion (数式プロモーション)
この機能により、オブジェクトに作成された軸またはメジャーをマスターアイテムを迅速かつ効率的に移動させる

ことができます。この機能を使用すると、アプリケーションの作成者は、後にアプリケーション全体で使用する数式

を作成してテストするワークフローを改善させることができ、生産性の向上と再利用の推進にもつながります。

17.2 ビジュアライゼーションとマッピング

場所検出

マップチャートの特色として、場所を示す新しいオプションが備わりました。新しく追加されたボタンをクリックする

と、使用中のデバイスから場所を取得することができ、その後マップにアイコンが追加され、ユーザーの現在地に

ズームします。さらに、円の選択を使用して場所ベースの検索を実行すれば、モバイルおよびフィールドでのユー

スケースでも値を受け取れます。セキュリティ上の理由から、iOS向けQlik Sense Mobile Client Managedアプリは

現在この機能に対応していません。ただし、iOS上のモバイルブラウザからこの機能にアクセスすることは可能で

す。

Variance Waterfallグラフ

Variance Waterfallは Visualization bundle内の新しいチャートであり、軸の異なる値に示される2つのメジャー

間の分散分析を提供します。この種類のチャートは通常、財務状況における実績と見通しの比較分析で使

用されます。このチャートの種類は要求が高度なため、より堅牢な財務グラフ作成オプションを提供し、財務分

析における重大なかい離を埋めることができます。

円グラフのスタイル指定

このリリースの特色として、棒グラフと同様のスタイル指定オプションを円グラフにも新しく導入しています。円グラ

フの枠線の幅、色、角の半径および内径を調整する機能があり、新しいスタイル指定オプションが提供する

様々なオプションでチャートのスタイル、見た目、および印象を向上させることができます。本リリースは、お客様
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がQlikViewからQlik Senseに移行するのをサポートし、マッシュアップと拡張機能の開発の必要性を低減させる

ことができます。

17.3 Qlik Sense Mobile Client Managed
Web@workを使用するMobileIronへの対応

Web@work、Safari、およびChromeの各ブラウザを使用するMobileIron環境でQlik Senseを使用できるように

なったことで、安全なMDM環境内でのアクセス範囲が拡大されました。

iPadOSへの対応

Qlik Sense Mobile Client Managedが新しい iPadOSに対応するようになりました。

iPadOSへの対応は、iPadOSリリースのタイミングで行われます。

システム要件

17.4 Qlik Connectors
Salesforce connector
すべてのQlik Sense版でSalesforce connectorが使用可能になりました。

l Qlik Sense Business、Qlik Sense Enterprise SaaS、およびKubernetes上のQlik Sense Enterpriseに追加

されています。

l アップデートされたSFDCコネクターで、最新のAPIの変更に常に対応できます。

Snowflake接続

統合されたSnowflake接続をQlik Sense Cloud Business以外のQlik Senseのすべてのバージョンおよび展開オ

プションに提供。
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18 Qlik Sense June 2019の新機能

18.1 高度なオーサリング

クリップボードへの値のコピー

Qlik Sense June 2019では、値をテーブルからクリップボードにコピーできるようになりました。この改善によって、

Qlik Senseアプリケーションから値を再使用する場合に手順がいくつか少なくなり、生産性が向上します。

モバイルデバイス上のグリッドレイアウト

Qlik Senseアプリの開発者は、タブレットや携帯電話などの小さい画面上で、シートのレイアウトをレンダリングす

ることを選択できるようになりました。リストビューは既定のオプションのままであり、ビジュアライゼーションのタイト

ルのみが表示されます。新しいグリッドビューには、ビジュアライゼーションの小さなプレビューが表示され、空白の

分量が少なくなっています。これによって柔軟性が増したため、開発者はモバイル用に設計されたアプリをどのよ

うに表示するか、制御できるようになりました。

小さい画面用のレイアウトの変更

ネイティブコンテナーオブジェクト

コンテナーオブジェクトエクステンションは、最初は Dashboard Bundleの一部としてリリースされ、Qlik Senseアプ

リケーションシートのスペースに柔軟性が加わり、好評を博していました。Qlik Sense June 2019リリースでは、ネ

イティブコンテナーオブジェクトの初めてのリリースを行っており、エクステンションの既存の機能も含まれています

が、その他のオーサリングアクションを行うすぐれた統合機能が加わっています。このネイティブコンテナーオブジェ

クトの最初のリリースはQlik NPrintingには対応していませんが、今後のリリースで対応するよう計画しています。

ネイティブコンテナーオブジェクトのリリースでは、既存のエクステンションオブジェクトを使用する現在のアプリケー

ションも、引き続き以前と同様に機能しますが、Dashboard Bundleで使用できる2つのコンテナーオブジェクト

エクステンションは、アプリケーションの新しいオブジェクトオプションとしてはリストから外されています。

18.2 ビジュアライゼーションとマッピング

Visualization Bundleの新しいチャート
l Trellis container

マスタービジュアライゼーションのスモールマルチプルを作成します。複数の軸での動向を示すための大き

なチャートです。

l 利益と損失ピボットチャート

損益計算書などの財務報告を簡単に作成するために、カスタマイズオプションを備えたピボットテーブ

ル。

棒グラフの改善
l 積み上げ棒にラベルを付けました。

l 積み上げ棒に関するツールヒントが改善され、正負の合計が表示されるようになりました。
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l 棒がメジャーの範囲外に出ている場合、積み上げ棒の棒もカットします。

l メジャーのみがあり、軸のないチャートを作成できます。

l 棒の数に関するスタイル設定オプション:自動、すべて、固定数。

l ストロークの色と幅、および棒の幅に関するスタイル設定オプション。

l 連続軸だけでなく、すべてのスケールのミニチャートを切り替えます。

マップの [探索 ]メニュー

[探索 ]メニューで、レイヤーとラベルの切り替え、オブジェクトサイズの調整を行い、ベースマップ画像、マップの言

語、凡例、およびズーム設定を変更することもできます。

18.3 Qlik Sense Mobile Client Managed
Qlik Sense Mobile Client Managedへの通知のプッシュ

Juneリリースでは、iOSおよびAndroid向けのQlik Sense Mobile Client Managedで、ネイティブモバイルプッシュ

通知に対応しています。管理者は、Qlik Management Consoleからユーザーにシステム通知をプッシュできます。

通知はすべてのユーザーまたはユーザーの特定のサブセットに送信可能であり、ダッシュボードへのリンクを含める

ことができます。システム通知は、ダッシュボードに対する更新をユーザーに通知したり、システムイベントを知ら

せたりする場合に役立ちます。

システム通知およびシステム通知ポリシーの機能は、署名付きキーでライセンスが付与されたQlik Sense
Enterprise on Windowsインストールでのみ使用できます。

システム通知の管理

システム通知ポリシーの管理

18.4 Multi-Cloud
Qlik Sense Enterprise SaaS (SaaS)およびKubernetes上のQlik Sense Enterprise展開で、以下の機能が使用

可能になっています。

l インサイトアドバイザーの参照元機械学習。

l アクセス制御のための IdPグループの使用

l Teradataコネクター

l 単一のビジュアライゼーションをデータとしてExcelにダウンロード

l Kubernetes上のQlik Sense EnterpriseでのRedHat Openshiftへの対応。この機能はQlik Sense
Enterprise SaaSでは使用できません

18.5 Qlik Connectors
l Windowsでのシングルサインオン(SSO)対応
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19 Qlik Sense April 2019の新機能

19.1 拡張知能

Associative Insights
データに隠れている事実を明らかにする強力な拡張知能 (AI)洞察を提供します。この機能は、Qlik cognitive
engineとQlik associative engineの連携動作によって実現されます。

Associative Insightsによりユーザーは、選択されていないデータ内にある値の意義を発見し、理解することがで

きます。選択ツール内でAssociative Insightsを探します。

19.2 ビジュアライゼーションとマッピング

棒・面グラフとブレットチャートをVisualization Bundleに、またカスタマイズ性を高める既定のマップ背景を設定

する新機能を導入しました。

マップの拡張機能

すべての新しいマップチャートで規定のマップ背景を設定することが可能になりました。背景のカスタマイズ性が

高められており、ユーザーは、Qlikの標準背景を使用する代わりに、事前定義された独自の背景を選択して設

定できるようになっています。この機能により、政治的に緊張した国境沿いの紛争地域など、地理的な考慮点

をより適切に処理することができます。

さらに、次の強化機能がマッピングに追加されています。

l ラベルに新しい線を加える機能。背景マップでのラベルの外観も改善 (Qlik GeoAnalyticsにも追加 )。
l マップポイントレイヤーの新しいサイズの凡例。

l マップ背景レイヤーへの画像挿入機能。これは、製図や平面図などのシンプルな画像の場合に適して

います。

Visualization Bundle
Visualization Bundleの2つの新しいチャート

l 棒・面ブラフ:積み上げ棒に移行効果、コネクター、ラベルが付加された棒グラフ。

l ブレットチャート:目標に向けた追跡、目標値の表示、または実際の良/不良/平均バンドの表示に理

想的な棒グラフ。

19.3 Multi-Cloud
Qlik Sense April 2019では、Qlikのホストクラウド上でQlik Senseアプリを全体的に作成、ロード、消費すること

ができる、Qlik Sense Enterprise (QSE)用のスタンドアロンSaaS展開オプションが導入されました。このリリースで

は、テーマとエクステンションを追加、更新、削除する場合のQlik Sense Enterprise on WindowsとKubernetes
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上のQlik Sense Enterpriseの間のパリティも有効になっています。Qlik Sense April 2019では、Qlik Cloud
(SaaS)、Kubernetes、Windows などのQlik Sense Enterpriseのすべての展開オプションを個別に、またMulti-
Cloud展開の一部として一緒に使用することができます。

Qlik Cloud (SaaS)およびKubernetesに展開されたQlik Sense Enterpriseでは、次の機能が使用可能になって

います。

l アプリの追加

l データソースへの接続

l 保存/QVDの使用/ファイル

l アプリのロードのスケジュール

l アプリのチーム共同開発

l 個人スペースと共有スペース

l ロールベースのアクセス制御

l シート/ブックマークの共有

シート、ブックマーク、ストーリーへのアクセス権の付与

l アプリのアップロード/エクスポート

l 管理用のコンソール

管理コンソール

l ライセンス統合

l バンドルエクステンション

l カスタムエクステンション(Kubernetes上のQlik Sense Enterprise上のみ)
l マッシュアップ(Kubernetes上のQlik Sense Enterprise上のみ)
l ODAG
l API (ロードのみ)
l 使用状況監査

イベント

l QlikViewドキュメントへのリンク(Qlik CloudとKubernetes上のQlik Sense Enterpriseの両方で使用可

能 )

19.4 Qlik Sense Mobile Client Managed
BlackBerry向けQlik Sense Mobile
BlackBerry向けQlik Sense Mobileは、BlackBerry Dynamics EMMプラットフォーム向けに作成された新らしい

Qlik Sense Mobile Client Managedアプリケーションで、BYOD (所有デバイスの持ち込み)環境向けの高度な管

理とセキュリティに対応しています。これによりBlackBerry Dynamics EMMユーザーは、SSOや保管データ暗号化

などのエンドツーエンドの安全な通信による一元管理モバイルアプリ内のQlik Senseにアクセスできます。

BlackBerry向けQlik Sense Mobileにより管理者は、具体的なポリシーを設定し、アプリ配布を管理することに

より、組織全体のQlik Sense Mobile Client Managed展開を制御することができます。

BlackBerry向けQlik Sense Mobile
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19.5 Qlik Connectors
l Qlik CloudおよびMulti-Cloud環境でのODBCドライバによるSaaS環境で、エンタープライズデータソー

スに対応します。

l エンタープライズSaaSのスケジュールベースロードによる拡張された接続ロード機能。
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20 Qlik Sense February 2019の新機能

20.1 操作性の改善

単ページアプリケーションフロー

Qlik Senseに、単ページアプリケーションフローが表示されるようになりました。ページをリロードしなくても、データ、

分析、ストーリーのスペース間を移動できます。これによりエンドユーザーや開発者は、自然な流れでページ内

を移動し、少ないクリック数で素早くインサイトにたどり着けます。

20.2 高度なオーサリング

ドル記号展開プレビュー

数式エディタでは、ドル記号展開を使用して計算結果を評価できるようになりました。変数を使用する開発者

は、数式全体のコンテキストにおける変数の役割を確認できます。これにより、ネストされた数式に誤った構文

が入り込む可能性を低減しています。

Targets.WebHelpOnly">数式エディタ

20.3 ビジュアライゼーションとマッピング

Visualization Bundle
Visualization bundleは、次のチャートを含む新しいチャートセットです。

l ファネルチャート:各段階でのメジャーの進行状況を表示します。

l サンキーグラフ:メジャーをフローとして表示し、1つ以上の段階においてメジャーがどのように異なるカテゴ

リに分割されるかを示します。

l レーダーチャート:軸用と領域用の2本のカテゴリ軸を使用して、ポーラーチャートにメジャー分散を表示

します。

l ヒートマップグラフ: 2本の軸と1つのメジャーでカラー値のマトリックスを表示します。

l マルチKPI:標準 KPIオブジェクトよりもオプションとカスタマイズの数が多いメジャーを表示します。

l ワードクラウドグラフ:テキスト軸で最も多い出現文字列をハイライトします。

l ネットワークグラフ:ノードと親の軸およびリンク値のメジャーでグラフをビジュアライゼーションします。

Dashboard Bundle
既存のバンドルに拡張が 1つ追加されました:

l [共有 ]ボタン:現在のシートおよび選択との共有可能なアプリリンクを作成します。

マップ背景レイヤーでのWMSへの対応

マップチャートでは、サードパーティのWMSサーバーを背景レイヤーとして使用できるようになりました。WMS背景

レイヤーはウィザードインターフェースを介して追加され、WMS背景を容易に設定できます。
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マップ

20.4 Qlik Sense Mobile Client Managed
l Qlik Sense Mobile Client Managedアプリは、Android OSが実行されているデバイスで使用し、Qlik Sense

個のアプリをオンラインで消費できるようになりました。

l Qlik Sense個のマッシュアップをQlik Sense Mobile Client Managedアプリを使用して開き、消費できるよう

になりました。

l Microsoft Intune EMMソリューションは、モバイルデバイスからのQlik Sense Enterpriseへのアクセスに対

応するようになりました。

20.5 Qlik Connectors
統合 Single Sign On (SSO)対応

Qlik ODBC Connector Packageの3つのドライバが、ベータレベルのシングルサインオン(SSO) (MS SQL Server、
Apache HiveおよびCloudera Impala)に対応するようになりました。
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21 Qlik Sense November 2018の新機能

21.1 拡張知能の強化点

参照元機械学習

Qlik SenseNovember 2018を公開します。参照元/適用学習機能を装備した機械学習を発表いたします。この

機械学習では、ユーザーによる製品の対話操作から得られる情報を利用してコグニティブエンジンに入力し、よ

り優れたインサイトと結果を導き出します。

インサイトアドバイザーライトオーサリング

ユーザーは、インサイトアドバイザーを使用してライトオーサリングを実行できるようになりました。この機能では、

コグニティブエンジンが推奨するビジュアライゼーションと分析をユーザーが変更することができ、インサイトの探索

時における柔軟性と制御が向上します。

21.2 最新のオーサリング機能

並列ステート

これまでAPI呼び出し経由でなければ利用できなかった並列ステート機能を公開しました。並列ステートによ

り、既定の選択ステート以外のステートに基づいて比較分析を行うためのビジュアライゼーションを作成できま

す。並列ステートは新しいタイプのマスターアイテムです。並列ステートは、作成すると、[スタイル]の下にある新

しい並列ステートオプションを使用して、シートまたはビジュアライゼーションオブジェクトに適用できます。この機

能を使用して、同じ軸について異なる選択をし、選択内容を単一のビジュアライゼーションで比較したり、2つ以

上のビジュアライゼーションを横に並べて比較したりすることができます。並列ステートは、set分析を使用して数

式に設定することもできます。これにより、複雑な比較分析が可能となります。

公開 set分析

この機能により、開発者は正しい set分析構文で簡単に数式を作成できます。

set数式の改善点

数式エディタダイアログにおけるset数式が改善されました。

項目内単一選択

この機能は、単一選択が分析フローを変更するガイド型アナリティクスユースケースをサポートします。Qlik
Senseの新しい項目設定により、開発者は特定の項目に対して「1つの値を常に選択」を有効にすることができ

ます。1つの値を常に選択する機能は、数式の条件、ローカライズ要件、およびその他のガイド型アナリティクス

ユースケースをより的確に制御する必要のあるアプリケーションで使用できます。
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Dashboard Extension bundle (ダッシュボード拡張バンドル)の完全サポート

[#1]
Qlik Sense November 2018は、拡張バンドルを導入しました。このDashboard Extension bundle (ダッシュボード

拡張バンドル)は、Qlik Senseとともにインストールでき、Qlikが完全にサポートしています。ユーザーは、このバン

ドルオプションを停止することもできます。このバンドルに含まれるオブジェクトは、Qlik Branchでよく利用される拡

張機能としてこれまでに利用可能だったものです。現在はQlikサービスの一部として提供され、Qlikはバージョ

ンアップグレード時にこれらオブジェクトの品質とパフォーマンスを維持、保証しています。これらの拡張オブジェク

トはフル機能版ですが、アクセス性、マルチ言語、RTLなど、他の製品標準は維持していません。

Dashboard bundle (ダッシュボードバンドル)には以下が含まれます。

l Date range picker (日付範囲ピッカー):日付および日付範囲をすばやく簡単に選択できます。

l Navigation button (ナビゲーションボタン):シート、ストーリー、Webサイトにすばやく移動することができま

す。選択や変数設定などの操作も実行できます。

l On-Demand reporting (On-Demandレポート):アプリ内部からQlik NPrintingレポートの生成ができるよう

になりました。

l Tabbed container (タブ付きコンテナ):ビジュアライゼーション間をタブで切り替えることができます。

l Show/hide container (コンテナの表示/非表示 ):タブ付きコンテナと同様ですが、表示条件を設定できま

す。

l Variable input (変数入力 ):ユーザーは、ボタン、ドロップダウン、スライダー、入力ボックスを使用して値を

設定できます。

Dashboard bundle (ダッシュボードバンドル)

21.3 コラボレーションの新しい方法

共有可能なQlik Senseチャートリンク

カスタム選択ステートを使用してチャートリンクを共有できるようになりました。これにより、初期段階のインサイト

を共有し、さらなる分析をすばやく収集することができます。

この機能は現在、Qlik Cloudおよびエラスティック展開向けQlik Sense Enterpriseでのみ利用できます。

21.4 ビジュアライゼーションおよびマッピングの強化点

新しいマッピングチャートレイヤー

マップの上に円グラフまたは棒グラフを表示するマップチャートレイヤーが導入され、複数種類の値の分布を表

現できるようになりました。

円グラフの改善

円グラフが 2つめのメジャーに対応し、外半径に複数の値を表示できるようになりました。このビジュアライゼー

ションは、ローズグラフとしても知られています。

アウトラインの不透明度設定

アウトラインの不透明度設定が、特に小さな要素が見やすくなるよう、スライダーで適用できるようになりました。
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タイルマッピングサービスの強化点

マッピングチャート背景レイヤーにより、Bing地図などのタイルマップサービスがサポートされるようになりました。

21.5 管理の改善

インポートエクスポートアプリの改善

インポートエクスポートアプリが強化され、QMCとの間で、データありおよびデータなしの状態でアプリをインポート

およびエクスポートできるようになりました。

マルチクラウド開発

Qlikのマルチクラウド機能により、自己署名 JSON Webトークン(JWT)を使用する構成オプションが簡素化され

ました。これにより、IdPの特定の機能がなくてもコンポーネントを接続できるようになりました。さらに、Qlik Cloud
は IDプロバイダーとしてのADFSと統合可能になっており、Active Directoryインフラストラクチャを利用する顧客

はユーザーを認証することができます。

21.6 アクセス性

リストボックス、キーボードナビゲーション、およびリストボックスアクセスのためのスクリーンリーダー機能にアクセ

スできます。
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22 Qlik Sense September 2018の新機能

22.1 拡張知能

インサイトアドバイザー

インサイトアドバイザーは、公開済みアプリの使用者を含めて、Qlik Senseアプリのすべてのユーザーまで拡張さ

れました。ユーザーは、マスターアイテムに関して洞察を検索して生成できます。

22.2 高度なオーサリング

シート制御に対する改善点
l タッチ入力およびマウス入力イベントに対応するデバイスを使用するときに、Qlik Senseでの制御が改善

されました。

l アプリ開発者はアプリに既定のブックマークを設定できます。アプリを開くと、この選択が適用されます。

アプリのカスタマイズ

アプリ開発者はシートの応答性が高いレイアウトを無効にして、カスタムサイズをピクセル単位で設定できます。

ダッシュボードは、作成したとおりにユーザーに示されます。この機能は、モバイルデバイスモードには対応してい

ません。

数式エディタの強化
l 数式関数からQlik Senseヘルプページへのダイレクトリンクが提供されるようになりました。

l 改善された関数の分類。

l 検索の改善によって、項目名、関数、および変数を検索しやすくなりました。

ビジュアライゼーションでの制御の向上
l ピボットテーブルで、方程式に基づいて列の表示/非表示を切り替えることができます。

l マスターメジャーアイテムを、カラースケールまたはカラーグラデーションを使用してカスタマイズできます。

これはカスタムカラー表現の便利な代替手段です。

22.3 ビジュアライゼーションとマッピング

新しいマップレイヤー

密度レイヤーは、マルチカラーグラデーションマップの背景です。ここでは、カラー密度はポイントの重みと近さに

応じて決まります。このレイヤーは、例えば地域レベルでの犯罪統計および住宅価値などのデータをマッピングす

る場合に便利です。
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マップの改善点
l 密度の高いマップを参照するときに、パフォーマンスを最適化するための適応型ピクセルズームとパン。

l 追加されたレイヤーの既定の色。新しい各レイヤーに、パレットから選択された独立した色が含まれてい

ます。

l 地理的な境界線データが含まれたKMLファイルをダウンロードして、レンダリングできるようになりました。

l サイズと幅の項目ラベルで、凡例とポップアップを読み取りやすくすることができます。

22.4 管理

バックエンドワークフローに対する改善点

複数のアプリをQMCのストリーム間で移動できます。これはQlik Sense Enterprise April 2018でリリースされた機

能に構築されており、ここでは単一アプリをストリーム間で移動することができます。

オープンソースのフロントエンドフレームワークがバージョン1.6.9にアップグレードされ、安定性と互換性が向上

しています。

22.5 モバイル

Qlik Sense Enterpriseへのアクセスが、Safari、Chrome、または VMwareブラウザを使用してAirWatch EMM
(Enterprise Mobile Management)環境でサポートされるようになりました。

22.6 Qlikコネクター

弊社では接続オプションの拡張を続けています。

l MS Azure QSL DBに追加されたネイティブ接続には、テストおよび対応済みの整合性が備えられていま

す。

l JIRAコネクターがベータからGAにリリースされています。

JIRA

l LDAP認証の強化されたセキュリティ。Qlik ODBCコネクターに組み込まれています。これによって、カスタ

マーエクスペリエンスが改善され、評価のための時間も短縮されて、業界で認められた暗号化および認

証の標準が備えられています。
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23 Qlik Sense June 2018の新機能

23.1 作成、探索、コラボレーション

インサイトアドバイザー

インサイトアドバイザーは、ユーザーが検討や探索に使用する上で最も関連するインサイトとビジュアライゼーショ

ンを提案するAI機能です。インサイトアドバイザーは、Qlik独自のアルゴリズムに基づいて関連するインサイトと

分析を自動生成および優先順位付けするQlik cognitive engineを使用しています。アプリの作成者は、インサ

イトアドバイザーを使用することで、Qlik Senseにロードしたデータ内でインサイトを探索し、これらのインサイトを

データセット全体、データ内の軸、または特定の領域を対象とするための検索条件に対して評価できます。イン

サイトはコンテキスト認識型であり、Qlikの連想エンジンと連携して動作します。

セルフサービスの促進
l 代替のチャートの提案 :Qlikコグニティブエンジンがプロパティパネルで、最初の推奨を補完する代替の

チャートを提供するようになりました。

l 軸とメジャーの切り替え:簡単なドラッグアンドドロップを使用し、プロパティパネルで軸とメジャーを切り

替えることができるようになりました。

l プロパティパネルでドロップダウンメニューを使用して、一般的な集計方法から別の一般的な集計方法

にすばやく変更できるようになりました。

高度なオーサリング
l Qlik Senseシートを垂直方向に拡張してスクロール可能なモードにできるようになりました。

l 既存のオブジェクトのシートで、グリッドサイズを変更できるようになりました。

数式エディタの新機能

Qlik Sense数式エディタの操作性が向上しました。

l 項目 :項目データに基づいて統計集計関数を作成します。2つのチェックボックスを使用し、統計集計

関数にDistinct節とTotal節を個別に挿入できます。

l 関数 :この制御を使用して数式に一般的なQlik Sense関数を入力します。

l 変数 :この制御を使用して数式に変数を挿入します。変数を選択すると、変数の定義および変数値の

プレビューが表示されます。

ファイルのデータのフィルタリング

Qlik Sense June 2018では、ファイル内の項目コンテンツのフィルタリング条件を作成できます。データマネー

ジャーにデータをロードすると、これらのフィルターがスクリプトに自動的に適用されます。

ビジュアライゼーションとマッピング
l 複数レイヤーのマップチャートでラインレイヤーを使用できるようになりました。

l 数式条件を使用して、ストレートテーブルで特定の列を表示および非表示にできるようになりました。

l 折れ線グラフ、棒グラフ、およびコンボチャートで、スクロールに使用するミニグラフをオフにできるようにな

りました。
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ハブでのアプリ管理の改善

Qlik Sense June 2018では、ハブからアプリを管理するための新機能と機能向上が提供されています。

l 既に公開しているアプリをハブから再公開できるようになりました。まず、公開済みアプリの複製を作成し

て変更してから、同じストリームに公開済みアプリとして再公開します。アプリ名に基づいてシステムからス

トリームが自動的に選択されます。

l 公開済みアプリ専用の新しいセクションがハブに追加されました。このセクションで引き続き、アプリの複製

を作成してから、新規のハブからのアプリの再公開 機能を使用して変更をユーザーに公開できます。

l アプリの所有者は、公開済みアプリのコミュニティシートを承認して、ベースシートのリストに追加できるよ

うになりました。アプリの所有者は、[コミュニティ]セクションでベースシートを未承認にすることもできます。

アクセス性

Qlik Senseのアクセス性をさらに改善するために、次の機能が実装されています。

l スクリーンリーダータグ

l テーブルでのキーボードナビゲーション

l 値の確認および選択のための、チャートからテーブルへの切り替え

Qlik ヘルプサイトへのアクセス

Qlikヘルプサイトhelp.qlik.com全体で、次のアクセス性の改善が実装されています。

l ユーザーはキーボードキーとショートカットを使用してヘルプサイトをナビゲートおよび操作できるようになり

ました。

l UI要素、テキスト、検索、および画像がズーム、サイズ変更、および拡大表示に対応しています。

l テキスト、アイコン、および画像がコントラストと読みやすさの面でアクセス性標準に準拠しています。

23.2 展開および管理

マルチクラウド

Qlik Sense June 2018では、Qlik Sense Enterprise on Windowsで開発されたアプリをQlik Cloudおよびエラス

ティック展開向けQlik Sense Enterpriseに配布できます。アプリは新しいクラウドハブで使用されます。Qlik
Sense Enterprise on Windowsとクラウド環境は、1つのライセンスを使用してシングルサインオンで管理します。

適切なライセンスおよび詳細情報については、Qlikの担当者またはQlikサポートまでご連絡ください。

23.3 モバイル

BlackBerry Accessブラウザーに対応

Qlik SenseJune 2018により、Qlik Senseにアクセスして、BlackBerry Accessブラウザを使用するモバイルデバイス

でアプリを使用できるようになりました。ユーザーへのBlackBerry Dynamics展開を管理者が既にセットアップして

あることが条件となります。セットアップ方法およびBlackBerry Accessを使用してQlik Senseに接続する方法に

ついては、サポート記事「Connecting to Qlik Sense using BlackBerry Access」(BlackBerry Accessを使用したQlik
Senseへの接続 )を参照してください。
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23.4 Qlik Connectors
Qlik Sense June 2018では、5つの新しいコネクターがODBCコネクターパッケージに追加されました。以下に示す

コネクターはすべて、OpenSSLの最新バージョンに更新されています。

l Presto: PrestoDB Connectorでは、Prestoで構成された環境内のすべてのデータソースをクエリする接続

を作成できます。

次のコネクターをベータ版で使用できます。

l Apache Drill: Apache Drill Connectorを使用すると、非リレーショナルデータストアにアクセスできます。

l Apache Phoenix: Apache Phoenix Connectorを使用すると、リレーショナルデータストアにアクセスできま

す。

l Apache Spark: Apache Spark Connectorは、Apache Hadoop/Spark配布へのSQLおよびHiveQLの直

接アクセスに使用します。

l MongoDB: MongoDB Connectorを使用すると、NoSQLデータベースプログラムであるMongoDBにアクセ

スできます。
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24 Qlik Sense April 2018の新機能

24.1 作成、探索、コラボレーション

Qlik Senseチャート提案によるデータビジュアライゼーションの支援

Qlik Senseチャート提案を使用すると、項目をシートにドラッグアンドドロップできるため、ビジュアライゼーション

の作成が容易になります。チャート提案は、ロードされたデータのインサイトを活用し、データビジュアライゼーショ

ンのためにインサイトをベストプラクティスと組み合わせる、QlikのCognitive Engineを使用して作成されます。

ハブからのアプリの公開

Qlik Sense April 2018では、作成したアプリを公開アクセス権のある任意のストリームに公開できます。アプリをス

トリームに既に公開している場合、公開する権限のあるストリーム間でアプリを移動できます。

ユーザーからのフィードバックに基づいた改善

Qlik Sense April 2018では、ユーザーからのフィードバックに基づいて多数の改善が取り入れられています。

l アプリシートのグリッドサイズを小、中、大の3つの異なるサイズでカスタマイズできるようになりました。

l カスタムの省略形をロードスクリプトに設定できるようになりました。例えば、Gではなく10億を使用する

ように選択できます。

l リンクされたビジュアライゼーションの [編集 ]ボタンをクリックすると、新しいショートカットによってマスタービ

ジュアライゼーションアイテムの編集にリダイレクトされます。

l 選択を進む/戻るための新しいキーボードショートカットが追加されました。

マップビジュアライゼーションの改善

Qlik Sense April 2018では、組み込みのマップビジュアライゼーションが大幅に改善されています。

l 複数レイヤーの対応。

l ポイントレイヤーおよびエリアレイヤーのラベル。

l 国、地域、都市、郵便番号エリアのすばやい検索。

l 固定の高いオブジェクト上限数。

l 距離メジャーによる円の選択。

l ドリルダウンの対応。

l レイヤー制御、ズーム制限、描画順序。

l 背景マップでの英語またはローカル名の使用。

Qlik Senseハブでのキーボードナビゲーションの対応

アクセス性を改善するために、Qlik Senseハブでキーボードナビゲーションとショートカットに対応するようになりま

した。
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サードパーティ製アプリケーションへのQlik Sense Mobile Client Managedのリ

ンク

Qlik Sense Mobile Client Managedで、カスタム生成のURL (ディープリンク)を使用してサードパーティ製モバイル

アプリケーションを操作できるようになりました。適切な選択およびフィルターを使用し、サードパーティ製モバイル

アプリケーションにリンクを組み込むことができます。リンクをクリックすると、元の表示で適用されたフィルターおよび

選択を使用してQlik Sense Mobile Client Managedでアプリが開きます。そのため、アプリの操作時にユーザーエ

クスペリエンスが向上し、コンテキストが提供されます。

24.2 実装

展開の改善

Qlik Sense April 2018以降は、ポート4244を認証ポートとして使用する必要がなくなりました。SSLを使用して

環境を保護する場合、ポート443をQlik Senseプロキシサービス(QPS)の外部向けポートとして使用できます。

Qlik Sense Mobile Client Managedのアプリ毎 VPNモード

Qlik Sense Mobile Client Managedは現在、適切な VMware Workspace ONEトンネルコンポーネントによってア

プリ毎 VPNモードで動作します。これは、企業のファイアウォールの背後で展開されたQlik Sense Mobile Client
ManagedとQlik Sense Enterprise間のネットワークトラフィックを保護するのに役立ちます。この追加により、デバ

イスのネットワークトラフィックをVPN経由でルーティングする必要がなくなりました。Qlik Sense Mobileアプリのみ

が VPN経由でルーティングされてVPNサーバー上の負荷が軽減されます。

24.3 管理

新しいライセンスタイプの割り当て

ProfessionalとAnalyzerの新しいライセンスタイプの対応とともにQlik Senseを購入したユーザーは、これらのライ

センスの割り当てをQMCで構成できるようになりました。

分析接続の改善

Qlik Sense April 2018では、分析接続が機能するために必要となるサービスを追加で再起動せずに、Qlik
Sense Enterpriseの管理者が分析接続を追加、削除、および再構成できるようになりました。また、管理者は、

分析接続の機能に影響を及ぼさずに、サービスを停止および起動できるようになりました。Qlik Sense Desktop
の上級ユーザーは、分析接続を実装するSSEサーバーがQlik associative engineの後で起動される場合で

も、分析接続を開発して使用することもできます。

匿名ユーザーによるデータのエクスポート

Qlik Sense April 2018以降では、匿名ユーザーがデータを印刷およびエクスポートできます。
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25 Qlik Sense February 2018の新機能

25.1 作成、探索、コラボレーション

スクリプト内のWebソースに対する動的に生成されたクエリ

データロードスクリプトでwebfileコネクターを使用してデータを取得する前に、URLを動的に生成できるようにな

りました。これにより、Webにホストされるファイルへのクエリに新たな可能性が開かれました。

Webリソースからのファイルのロード

分析接続からのテーブルのロード

ロードの新しい拡張機能節を使用して、データロードスクリプトからの分析接続に対する単一リクエストでテー

ブル全体を返せるようになりました。これにより、データのリロード時に分析接続からデータをロードする場合のパ

フォーマンスが大幅に改善されています。

ロード

推奨の関連付けによるデータ作成の簡素化

推奨の関連付けを使用して、テーブル間における可能な関連付けを把握できるようになりました。これにより、

データモデルに変更を加える前の試験が効率化されます。

データ関連付けの管理

カスタムテーマによるアプリのスタイル設定

カスタムテーマを使用して、グローバルベースまたは詳細ベースでアプリにスタイルを適用できるようになりました。

l 背景および各チャート要素の色を変更。

l カラーパレットおよびカラーグラデーションを定義。

l フォントサイズおよびフォントカラーの指定。

アプリのスタイル設定

On-demandアプリの生成

匿名利用をサポートするOn-demandアプリの生成 (ODAG)ソリューションを作成できるようになりました。これによ

り、WebサイトやOEMシナリオに対応する外部向け機能が加わります。

On-Demandアプリによるビッグデータの管理

Qlik Sense Mobile Client Managed
Qlik Sense Mobile Client Managedを自身の iPhoneで使用できるようになりました。このアプリは完全なQIX
engineを採用し、Qlikが特許を取得した連想技術を、オンライン、オフラインの両方で、サポートするすべての

Appleモバイルデバイスに提供します。

Qlik Sense Mobileアプリ

ODBCコネクターの更新

Qlik ODBC Connector Packageには更新された以下のコネクターが含まれます。
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l Oracle

Oracle

l PostgreSQL

PostgreSQL

25.2 展開、管理

SSOとMicrosoft SQL Server
多くの異なるユーザー間で共有できる、Microsoft SQL Serverへの単一接続を作成できるようになりました。各

ユーザーは、データベースセキュリティルールによって定義されているSQL Serverのテーブルと値のみ表示できま

す。

Microsoft SQL Server (MS SQL Server)へのシングルサインオン(SSO)の構成
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26 Qlik Sense November 2017の新機能

26.1 作成、探索、コラボレーション

Qlik Senseアプリでのキーボードナビゲーション

Qlik Senseアプリでキーボードを使用してナビゲーションを行うことができるようになりました。キーボードナビゲー

ションはアプリ概要ページ内とQlik Senseのツールバー内の両方に対応しています。

Qlik Senseのキーボードナビゲーションとショートカット

データマネージャーの [詳細 ]ダイアログ

[詳細 ]ダイアログを使用して、テーブルと項目で行われる操作と変換を表示することができるようになりました。

[詳細 ]に、選択したテーブルまたは項目に対して行った現在の操作と変換が、生成されたデータロードスクリプ

ト内で適用される順序で表示されます。ここで、テーブルまたは項目のソース、行った現在の変更、変更が適

用された順序を容易に確認できます。

データマネージャーでのテーブルおよび項目の変換の詳細の表示

手動でのデータの追加

データマネージャーの [データの追加 ]に手動でデータを入力することができるようになりました。[データの追加 ]の
[手動入力 ]を使用すると、データをテーブルエディタに入力し、データマネージャーのテーブルとして追加すること

ができます。

Qlik Senseでのデータの手動追加

計算された項目のための追加機能

データマネージャーで計算された項目を作成するとき、追加の機能が利用できるようになりました。

計算された項目の使用

新しいODBCコネクター

Qlik ODBC Connector Packageには、Amazon RedshiftとGoogle BigQueryの新しい2つのコネクターが含まれて

います。

26.2 展開、管理

SAMLシングルログアウト

SAMLシングルサインオン(SSO)を使用した場合、複数のWebサイトにアクセスするのに必要なのは 1回のログ

インのみです。ここでは、1回以上のセッションが正しく終了しない危険性があります。SAMLシングルログアウト

を使用することでこの危険性を排除できます。
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27 Qlik Sense September 2017の新機能

27.1 作成、探索、コラボレーション

データマネージャーでの順次操作

データマネージャーの改善によって、テーブルと項目に順次変換を実行できるようになりました。以前は、単一の

データプロファイリングカード変換を単一項目にしか適用できないなど、同時に実行できる変換は制限されてい

ましたが、現在は、データプロファイリングカード、連結、計算された項目、およびデータのピボット解除を同時に

使用できるようになりました。

データマネージャーによる、アプリでのデータの管理

最近使った色の選択

Qlik Senseで最近選択された5つの色が、Qlik Senseの色の選択に表示されるようになりました。

データマネージャーのナビゲーションと使い勝手の改善

データマネージャーが強化され、[データの追加 ]ボタンの位置とスタイルの変更、およびデータがロードされていな

い時点でのアプリ概要ページの設計変更など、ユーザーエクスペリエンスが改善されました。

新しいビジュアライゼーション:ウォーターフォールグラフ

新しいウォーターフォールグラフを使用して、初期値に対して正と負の中間値がどのように影響するかを示すこと

が可能になりました。例えば、損益計算書にさまざまなアカウントの正と負の寄与率を示すことができます。

On-demandアプリの使い易さの向上

より多くの情報にアクセスして、生成されたOn-demandアプリを今まで以上に制御できるようになりました。ナビ

ゲーションポイントパネルに、個々の項目で選択された行数と制約、およびそれぞれの制約に関連する選択ス

テータスが表示されるようになりました。また、生成されたOn-demandアプリの命名を制御し、現在の選択条件

に基づいてOn-demandアプリをリロードし、再生成できるようになりました。On-demandアプリをコピーして再生

成し、現在のステートを保持する一方で、新しい選択条件を使用したバージョンのアプリを作成することもできま

す。

27.2 展開、管理

Qlik Sense Mobile Client Managedアプリ

Qlik Sense Mobile Client Managedアプリで、サポート対象のモバイルデバイスからQlik Sense Enterprise展開に

安全に接続することができます。Enterprise Mobile Management (EMM)ソフトウェアまたは Apple Developer
Enterprise Programツールのいずれかを使用して、Qlik Sense Mobile Client Managedアプリを展開し、管理する

ことができます。

サポート対象の iOSデバイスに新しいQlik Sense Mobile Client Managedアプリをダウンロードして、Qlik Sense
Enterpriseサーバーに接続することができます。Qlik Senseアプリをダウンロードすると、次からは、サーバーに接続

していない状態でもそれらのアプリを表示できるようになります。

Qlik Sense 1.0以降の新機能 - Qlik Sense, November 2023 74

../../../Subsystems/Hub/Content/LoadData/managing-data.htm


27   Qlik Sense September 2017の新機能

集中ロギング

共有持続性の導入により、すべてのノードから共通データベースおよびファイルシステムに直接アクセスできるよ

うになりました。Qlik Logging Serviceは、すべてのメッセージを収集してPostgreSQLデータベースに挿入すること

によって、ロギングを集中させます。この機能はオプションですが、デフォルトで有効になっています。
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28 Qlik Sense June 2017の新機能

28.1 作成、探索、コラボレーション

On-Demandアプリ

On-demandアプリを使用すると、非常に大量のデータ(いわゆるビッグデータ)をロードして分析することができま

す。On-demandアプリを使用することによりユーザーは、ビッグデータストアの集計ビューを表示し、データの関連

サブセットを特定およびロードして詳細な分析を行うことができます。On-demandアプリを使用することによりユー

ザーは、ビッグデータストアの集計ビューを表示し、データの関連サブセットを特定およびロードして詳細な分析

を行うことができます。On-demandアプリは、特別に設計された選択アプリおよびテンプレートアプリから作成さ

れます。

On-demandアプリによるビッグデータの管理

新しいビジュアライゼーション

新しく追加された以下の種類のチャートを使用して、データの範囲と分布を視覚化できるようになりました。

ボックスプロットは数値データグループの範囲および分布の比較に適しています。データは、ひげ付きのボック

スと、中間の中心線で視覚化されます。

分布プロットは数値データグループの範囲および分布の比較に適しています。データは軸に沿って値ポイント

としてプロットされます。

ヒストグラムは、連続した間隔または一定の期間における数値データの分布を視覚化するのに適していま

す。データはビンに分割されます。

[データマネージャー]でのスクリプト化されたテーブルの同期

スクリプト化されたテーブルを[データマネージャー]で同期できるようになったため、[データマネージャー]で使用

可能なツールをそのテーブルで使用できます。

[データマネージャー]でのスクリプト化されたテーブルの同期

データプロファイリングカード

テーブル項目データの概要を表示して、データプロファイリングカードを使用してそのデータを[データマネー

ジャー]で変換できるようになりました。

[概要 ]カードでは、テーブルの項目内のデータの概要を表示することができます。また、[概要 ]カードでは、各種

変換オプションを使用可能で、軸やメジャーとして項目のデータを表示するなど、考えられるさまざまなデータ解

釈を表示することができます。

[置換 ]カードを使用すると、項目の1つ以上の値を選択して別の値に置換できます。

[NULL の設定 ]カードを使用すると、テーブル項目から値を選択して、NULLに手動で設定できます。

[順序 ]カードでは、軸項目の値にカスタム順序を適用することができます。

[分割 ]カードを使用すると、1つの項目の内容を複数の項目に分割できます。
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[バケット]カードでは、メジャー項目データを範囲にグループ化し、指定したグループで新しい項目を作成すること

ができます。

[データマネージャー]での連結

[データマネージャー]でテーブルを手動で連結できるようになりました。

色および軸

マスター軸に色を割り当てて、ビジュアライゼーション全体で同じ色を軸に使用できるようになりました。

軸の値に個別の色を割り当てることもできるようになったため、軸ごとに色分けする際に、個々の値がビジュアラ

イゼーション全体で一貫して色分けされます。

28.2 管理

へのシングルサインオン接続Cloudera Impala
Cloudera ImpalaへのSSO接続を設定できるようになりました。

Cloudera Impalaへの信頼できる接続を確立し、Qlik Sense資格情報を使用したODBC接続を設定することに

より、シングルサインオンを実現します。

新しい3つの監視アプリ

展開サイズと、増大するログ履歴に対応してスケーリングし、Qlik Sense監視に対する多大なニーズを満たすた

めに、監視アプリを新しい3つの小型でより特化したアプリにリファクタリングしました。

分析接続

分析接続を使用してサーバー側の拡張を構成することにより、サードパーティエンジンの呼び出しがサポートさ

れるようにQlik Sense数式ライブラリを拡張できます。

28.3 履歴

このPDFでは、Qlik Senseの最初のリリース以降のすべてのニュースと更新を確認できます。

Qlik Sense 1.0以降の新機能
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29 Qlik Sense 3.2の新機能

29.1 作成、探索、コラボレーション

カレンダーメジャー

カレンダーメジャーを作成して、相対的な時間範囲におけるデータを分析できるようになりました。たとえば、カレ

ンダーメジャーを使用して、年初から現在までの売上高をその前年における同時期の売上高と比較できます。

色とメジャー

メジャーに基づいてチャートの色を選択できます。また、全色パレットから色を1つ指定することもできます。

29.2 実装

共有持続性

共有持続性を使用してマルチノードサイトを展開できるようになりました。これは、複数のノードが複数のアプリ

ケーションファイルにおいて、単一のレポジトリデータベースと単一のネットワークフォルダーを共有するということで

す。セントラルノードレポジトリを共有するか、高可用性データベースクラスターをレポジトリデータベースとして

セットアップするかのいずれかが可能です。これにより、リロードなどの大量の変更を処理でき、同期による遅延

が解消されます。

29.3 管理

デスクトップ認証

Qlik Sense Desktopユーザーは、使用するQlik Sense Enterpriseサーバーに対して認証できるようになりました。

Qlik Sense Enterprise管理者は、Qlik Management Consoleで認証リンクを設定し、そのリンクをユーザーに配

布します。

≤ Qlik Sense Desktopの起動

≤ Qlik Sense Desktop認証の構成

QlikView converter
QlikView converterでは、QlikViewのドキュメントの要素をQlik Senseアプリのマスターアイテムに変換する際に

伴う作業が簡素化されます。ビジュアライゼーション、数式、軸、および変数を変換に選択できます。このツール

は、Dev Hubから入手できます。
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30 Qlik Sense 3.1の新機能

30.1 作成、探索、コラボレーション

データロード時の地域認識

認識された都市や国の名前を含んだデータをロードすると、地理情報 (ポイントや地域のポリゴン)が自動的に

作成されます。これにより別個に地理情報をロードすることなく、データのマップビジュアライゼーションをすぐに作

成できます。

スクロールの配置

データの最後でスタートするチャートのスクロールバーの位置を設定できるようになりました。

デフォルトのアプリのテーマ

デフォルトのアプリのテーマを変更できるようになりました。新しいQlik - [Standard]テーマは、タイトルに指定され

たスペースを提供し、オブジェクトの周りのパディングとスペースを調整します。デフォルトでは新しいアプリも既存

のアプリもQlik [Classic]テーマを使用しています。

色をドラッグアンドドロップする

ビジュアライゼーションでアセットパネルから項目、軸、またはメジャーをドラッグアンドドロップし、色を変更できま

す。

ナビゲーション

ハブのナビゲーションメニューの表示、非表示が選択できるようになりました。

検索 Qlik DataMarket
Qlik DataMarketには、DataMarketのパッケージ、カテゴリおよびデータセットで、用語やフレーズで検索ができる

検索機能が追加されました。

Salesforce Connectorは primary key chunkingに対応

Qlik Salesforce Connectorはデータが一括操作モードでロードされる際に、primary key (PK) chunkingに対応し

ます。

データベースコネクターでデータにフィルターを適用する

Qlik SenseにインストールされているQlik ODBC Connectors Packageのデータベースコネクターは、データベース

レコード内の特定のデータをフィルタリングすることでデータのサブセットの選択を可能にしました。

30.2 管理

Qlik Management Console
QMCでエンジン設定を使用できるようになりました。[リロード中に検索インデックスを作成 ]によりユーザーの最初

の検索エクスペリエンスが向上しました。
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31 Qlik Sense 3.0の新機能

31.1 作成、探索、コラボレーション

Qlik SenseにインストールされたQlikコネクタ

以前は個別にインストールする必要があったQlikコネクタが、Qlik Senseインストール時に、自動的にインストー

ルされるようになりました。

l Qlik REST Connector 1.1により、Qlik Senseは、RESTデータソースからQlik Senseアプリにデータを効率

よくロードすることができます。QlikREST Connectorは汎用コネクタです。つまり、特定のRESTデータソー

ス向けにカスタマイズされたものではありません。

l Qlik Salesforce Connector 14.0により、Qlik Senseは、Salesforce.comデータセットからQlik Senseアプリ

にデータを効率よくロードすることができます。Salesforce.comデータは、Salesforce.comアカウントとアクセ

スクリデンシャルを持つユーザーが利用できます。

l ODBC Connectors Package1.1に含まれるQlikデータベースコネクタにより、Qlik SenseはODBC (Open
Database Connectivity)ドライバを介して、データベースからQlik Senseアプリにデータを効率よくロードす

ることができます。Qlik ODBC Connectors Packageに含まれるデータコネクタのいずれかを使用している場

合、事前にDSN接続を作成してからODBCデータベースに接続する必要はなくなりました。

データマネージャーでのテーブルの関連付けの管理

データマネージャーの [関連付け]ビューのユーザーインターフェイスは新しく改善され、データモデル内のテーブル

がバブルで表現されるようになりました。推奨案に従ってより容易にデータを関連付けることができます。

データ関連付けの管理

へのシングルサインオン接続SAP HANA
SAP HANAへのSSO接続を設定できるようになりました。

SAP HANAへの信頼できる接続を確立し、Qlik Senseクリデンシャルを使ったODBC接続を設定することにより、

シングルサインオンを実現します。

新しいQlik DataMarketパッケージ

Qlik DataMarketには新しいプレミアムデータパッケージが組み込まれています。

l 主要な証券取引所からの株価の履歴

l 世界中の会社からの財務データ

l インドの州および地域の人口インジケータ

l カナダの州または地域別の人口

Qlik DataMarketデータセットの新しい複数テーブル構造

複数テーブル構造は、データをロードする効率を高め、データの関連付けを改善することができます。

Qlik DataMarketデータセットからデータをロードすると、データは複数のテーブルに割り当てられます。これらの

テーブルは、生成されたキー項目によって関連付けられます。データセットのメジャーと期間は、データセットの名

前が割り当てられている1つのテーブルに統合されます。軸の項目は、個別のテーブルに割り当てられます。

Qlik DataMarketでの関連付けの作成
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アプリの公開

Qlik Senseからアプリを公開できるようになりました。以前のバージョンでは、Qlik Management Consoleからのみア

プリを公開できました。

アプリの公開

新しい言語サポート

Qlik Senseは新たに次の4言語に対応するようになりました: ポーランド語、トルコ語、韓国語、繁体字中国

語。

アプリは、アラビア語、ヘブライ語などの双方向言語の表示に対応できるようになりました。

アプリへのスタイル適用

アプリにスタイルを適用し、会社の規格に基づいてアプリをカスタマイズできるようになりました。

スマート検索に視覚的な検索を追加

データアイテムと同様に、ビジュアライゼーションを検索できるようになりました。メタデータに検索結果を含むビ

ジュアライゼーションのサムネイルが検索結果として返されます。ビジュアライゼーションをクリックすると、元のシー

トに直接移動できます。

ウィジェットによるアプリの強化

アプリのスタイルと動作を強化するため、新しいタイプのカスタムオブジェクトとしてウィジェットを作成して使用でき

るようになりました。ウィジェットのライブラリは、ビジュアライゼーションの拡張とともにアセットパネルに表示されま

す。ウィジェットは、ビジュアライゼーションの拡張より簡単に構築できます。通常、ウィジェットは、カスタマイズされ

たKPIオブジェクト、シンプルなチャート型のビジュアライゼーション、テーブル、およびシートナビゲーションオブジェ

クトです。

タイムアウェアチャート

折れ線グラフの x軸で連続的なスケールを使用して、時間ベースデータの正確なビューを取得できるようになり

ました。

Qlik Senseハブで共有されるコンテンツ

QlikViewドキュメントは、QlikViewからQlik Senseハブへ共有できるようになりました。

Qlik NPrintingレポートは、Qlik Senseハブに配布できるようになりました。

その他の変更

緯度と経度のデータから、マップビジュアライゼーションで使用するジオポイントを自動的に作成できるようになり

ました。

ユーザー情報を表示したダイアログボックスをハブから開くことができるようになりました。

ドラッグアンドドロップを使用して、複数のデータファイルを1回でアプリに追加し、添付できるようになりました。

31.2 実装

IPv6
Qlik Senseは、IPv6をサポートできるようになりました。
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Qlik Deployment Console
Qlik Deployment Console (QDC)はQlik Sense 3.1ではサポートされていません。

31.3 管理

QMC内のMonitoringアプリの改善

Monitoring appsに、カスタマイゼーションをより充実させるための代替の軸とメジャーが追加されました。

Operations Monitorアプリに、ユーザー、タスク、アプリ、およびアプリオブジェクトに関する基本メタデータが追加さ

れました。

License Monitorアプリは、割り当てられた使用可能なトークンと比較してトークンの使用状況をレポートし、アプ

リ別に加えストリーム別のトークンの使用状況を表示するようになりました。ユーザーとアプリに関する基本メタ

データは、アプリ内でも使用可能です。
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32 Qlik Sense 2.2の新機能

32.1 作成、探索、コラボレーション

データマネージャー

データマネージャーのユーザーインターフェースが改良され、次のような新規機能が追加されました。

l 連結されたテーブルを分割する。

l テーブルと項目の名前を変更する。

l テーブルに計算項目を追加する。計算項目は、数式を使用して項目の結果を定義します。数式内で

関数および項目、演算子を使用する。

l 日付およびタイムスタンプ項目の表示形式を変更する。

l 日付とタイムスタンプを含む項目は、ビジュアライゼーションと数式で使用できる日付属性により拡張され

ます。

代替の軸とメジャー

代替の軸とメジャーを、プロパティパネルを使用して一部のビジュアライゼーションに追加できるようになりました。

代替の軸とメジャーに簡単にアクセスでき、ビジュアライゼーションですぐにデータを変更できます。視覚的な探索

メニュー (ビジュアライゼーションの分析中に使用可能 )も、これに対応しています。

ピボットテーブルや他のチャートからデータをエクスポート

ピボットテーブル、積み上げ型の棒グラフ、折れ線グラフ、ツリーマップからデータをエクスポートできるようになりま

した。

Qlik DataMarket
世界の気象状況、通貨、株式市況のための新しいDataMarketパッケージが利用可能になっています。

データ選択用のインターフェースが改良されました。

l ライセンス済みのデータセットと無料のデータセットは、はっきり見分けられる形で別々のカテゴリーに分

類されています。

l 階層データセットは容易に選択できるよう体系化されています。

データストーリーテリング

データストーリーテリングが改良されました。

l ビジュアライゼーションにマウスを合わせると、スナップショットを取得できます。

l ビジュアライゼーションのスナップショットを取得する際に、注釈を作成できます。注釈はスナップショットラ

イブラリ内に表示され、スナップショットを見分けやすくする効果があります。

l スナップショットをストーリースライドに追加する際、グリッドにパチンとぴったりはまるようになりました。

l ストーリー再生では、データポイントにマウスを合わせるとツールヒントが表示されます。
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32.2 実装

Qlik Sense Proxy Service指標

新たな指標であるPrintingLoadBalancingDecisionsを、Qlik Sense Proxy Service (QPS)について使用できます。

Qlik Sense Printing Serviceのログ

Qlik Sense Printing Service (QPR)がログ作成に使用するフォルダとファイルが更新されました。

Qlik Deployment Consoleのシステム要件

Microsoft Windows 10が、Qlik Deployment Console (QDC)に対応したオペレーティングシステムとして、新たにサ

ポートされます。

サイトの複製

Qlik Deployment Console (QDC)を使用して、Qlik Senseサイト全体を複製できます。

S3バケットに保存されたQlik Senseセットアップファイル

Amazon Web Services (AWS)プラグインは、Amazon Simple Storage Service (S3)を使用してQlik Sense設定ファ

イルのキャッシュを作成するので、新たな各サイトやノードについて起動する必要はありません。

32.3 管理

新しいライセンスオプション

キャパシティベースのライセンスを選択できるようになりました。このライセンスでは、CPUで使用するコアの数を設

定できるため、柔軟性に優れています。

アプリのリソース使用を制限する

アプリで使用されるリソース(メモリや時間 )を制限するための設定がQlik Sense Engine Serviceに加わりました。

新しくなったQlik Management Consoleの監査ページ

監査の概要のページには、セキュリティや同期、ライセンスルールの詳細な表があります。

Operations MonitorアプリがQMCで更新

Operations Monitorアプリが、新たに追加された印刷 (エクスポート)ログ作成と統合されました。新たな Export
Overviewシートが、アプリに含まれます。
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33 Qlik Sense 2.1の新機能
ここでは、Qlik Sense 2.1の新機能と更新された機能のポイントを紹介します。

データファイルの添付 サーバー上のアプリに、データをアップロードしたり添付したりできるようになり

ました。

変数の概要 未公開のアプリで変数の概要を表示したり、変数を作成、編集、削除で

きるようになりました。

メディアライブラリ アプリ内のすべての画像を表示し、新しい画像をアップロードできます。

視覚的な探索 新しい探索メニューを使って、ビジュアライゼーションのプロパティを一部編集

できるようになりました。

編集可能な範囲の選択 正確な値を入力して、より詳細な選択範囲を指定できます。

ストーリーのエクスポート ストーリーをPowerPointプレゼンテーションとしてエクスポートできます。

レポジトリスナップショットマ

ネージャー

レポジトリスナップショットマネージャー (RSM)を使って、バックアップと復元の

手順を自動化できます。

33.1 作成

データの管理

データファイルの添付

サーバー上のアプリに、データをアップロードできるようになりました。ファイルはアプリに添付され、アプリで使用する

データをロードして選択できます。

アプリとビジュアライゼーションの作成

変数の概要

変数一覧で、未公開アプリのすべての変数の概要を取得できるようになりました。この概要から、変数を作成、

編集、および削除できます。

数式エディタでのオートコンプリートと色分け

数式エディタへの入力時に、一致するフィールド、変数、関数のオートコンプリートリストから選択できるようになり

ました。色分けが追加されたことで、数式のどこにフィールド、変数、関数が使用されているかがわかりやすくなり

ました。

画像の管理

メディアライブラリ

アプリで使用できるすべての画像を、メディアライブラリで確認できるようになりました。

画像のアップロード

画像をメディアライブラリにアップロードできるようになりました。
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33.2 探索

ビジュアライゼーションの操作

視覚的な探索

新しい探索メニューでは、分析中に一部のプロパティを変更できます。このメニューは、ビジュアライゼーションをフ

ルスクリーンモードで表示中に使用でき、線グラフ、棒グラフ、円グラフ、散布図で使用できます。これは、簡単

なプロパティパネルのようなもので、データの探索をより速く、容易に行えるようにするものです。

編集可能な範囲の選択

正確な値を入力して、より詳細な選択範囲を指定できるようになりました。

33.3 コラボレーション

データストーリーテリング

ストーリーのエクスポート

ストーリーをPowerPointプレゼンテーションとしてエクスポートできます。

33.4 実装

Qlik Sense実装の計画

サイトのバックアップおよび復元

レポジトリスナップショットマネージャー (RSM)を使って、バックアップと復元の手順を自動化できます。

クラウドコンピューティング環境でのQlik Senseサイトの実装

Qlik Deployment Console のシステム要件

サポート対象プラットフォームにMicrosoft Windows 10が追加されました。

33.5 管理

Qlik Senseサイトの監視
l 監視アプリで、リロード中に失敗することなく、未完成のログや無効なログを処理できるようになりました。

l 監視アプリでは、自身のリロード履歴を追跡するための簡単なログが生成されます。

l QMCの変更履歴には、監視アプリで追跡されたより詳細な変更の一覧が含まれます。

l Operations Monitor のErrors and Warnings テーブルは、エラーや警告に関連付けられた他のログエントリ

に、よりタイムリーにアクセスできるように更新されました。

l Operations Monitor は、成功したリロードと失敗したリロードと共に、中断されたリロードタスクをレポートし

ます。

l Operations Monitor のライブラリには、パフォーマンスの監視用にカスタマイズされたシートで使用できる新

しいヒートマップのビジュアライゼーションが 2件含まれています。

Qlik Sense 1.0以降の新機能 - Qlik Sense, November 2023 86



34   Qlik Sense 2.0の新機能

34 Qlik Sense 2.0の新機能
ここでは、Qlik Sense 2.0の新機能と更新された機能のポイントを紹介します。

Qlik DataMarket DataMarketサービスは、外部ソースからデータを直接 Qlik Senseに追加す

ることを可能にします。頻繁に更新されるさまざまなソースからのデータを使

用できます。

データマネージャー データのスマートロードを行う新しいツールです。データマネージャーは、新

しく、視覚的なデータプロファイリングとモデリング機能を使用し、スクリプト

言語を学ぶ必要なく、複数ソースからのデータ統合を簡単にします。

アプリ作成とビジュアライゼー

ション拡張

ビジュアライゼーション機能が拡張および改善されました。マップ機能とマップ

データ使用の改良、ピボットテーブルにおける軸のスムーズな使用、大半の

ビジュアライゼーションにおける演算実行条件追加への対応、散布図にお

ける圧縮データ使用、さまざまなインターフェースの改良を実現しています。

エクスポート ビジュアライゼーションとシートを画像または PDFとしてエクスポートおよび印

刷できます。

検索機能の強化 応答時間が短くなり、検索の動作が向上しています。

34.1 Qlik Senseでの作業

データの管理

データマネージャー

[データマネージャー]を使用して、複数のデータソースからアプリにデータを追加できるようになりました。このツー

ルがあれば、データをアプリに取り込むのにスクリプト言語を学ぶ必要はありません。ロード時には、データプロファ

イリングに基づいて、データどうしの関連性の作成をサポートします。[データマネージャー]を使用すると、データ

選択を編集して、簡単にフィールドの追加や削除を行うこともできます。

Qlik DataMarket
Qlik DataMarketを使用して外部ソースからデータを追加できるようになりました。Qlik DataMarketは、Qlik Sense
内で直接アクセス可能な外部ソースから、最新かつすぐに利用可能な幅広い取り揃えのデータ提供します。

Qlik DataMarketは、経済や社会のデータだけでなく、現在と過去の気象データや人口統計データ、為替レート

も提供します。

アプリとビジュアライゼーションの作成

マップビジュアライゼーション

マップビジュアライゼーションの除外値とゼロ値の表示/非表示を選択できるようになりました。ウィンドウのサイズ

変更時には、自動的にマップのサイズも変わるようになりました。マップの機能とデザインが改良されました。

ピボットテーブルでの選択

ピボットテーブルで、軸ドロップダウンリストを開かなくても、軸の値を直接選択できるようになりました。
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演算実行条件

大部分のオブジェクト([フィルターパネル]または [テキストと画像 ]を除く)に演算実行条件を追加できるように

なりました。演算実行条件は、プロパティパネルで数式として設定されます。オブジェクトは、この数式が満たさ

れるときにのみ計算されます。

散布図の圧縮データ

散布図オブジェクトで、大きいデータセットの密度分布の概要を確認できるようになりました。データのズームや

パン、選択を行い、データセットを絞り込むことができます。その際コンテキストは保持され、ミニチャートに表示

されます。

ユーザーインターフェイス改善

次の改善が実施されました。

l KPIオブジェクトでの条件付きの色の設定が改善され、リアルタイムで更新されるようになりました。

l ゲージビジュアライゼーションに、定義範囲外の値であることを示す矢印が用意されました。

l テーブルビジュアライゼーションの列コンテンツを、右揃え、左揃え、自動のいずれかで配置できるようにな

りました。設定はプロパティパネルで変更できます。

l 範囲凡例での選択時の機能が向上しました。

l テーブルとピボットテーブルのスタイルが更新されました。

l KPIオブジェクトと他のオブジェクトタイプとの間で、チャートタイプの変換ができるようになりました。

発見と分析

スマート検索

Qlik Senseの検索機能改善により、応答時間が短くなり、選択項目内の検索がサポートされ、軸の検索がで

きるようになりました。ユーザーインターフェースが改良され、モバイルサポートが追加されました。

アプリの管理

アプリの複製

アクセス権のあるアプリをハブ上で複製できるようになりました。これにより、たとえば、元のアプリを変更せずに自

分用のコピーを使って作業できるようになりました。

アプリの削除

未公開のアプリをハブから削除できるようになりました。

共有とコラボレーション

シートのエクスポート

Qlik Senseでは、PDFファイルとしてシート全体をエクスポートし、印刷できます。

ビジュアライゼーションのエクスポート

ビジュアライゼーションを画像または PDFファイルとしてエクスポートできます。

データストーリーテリングの使用

スライド上のスナップショットの置換

スライド上のスナップショットを置き換える時に、スナップショットの元になったシートとビジュアライゼーションへの移

動を選択できるようになりました。

スライド番号の表示

ストーリーの再生中に、現在のスライド番号と、スライドの合計数を表示できるようになりました。
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Qlik Sense Desktop
アプリの移動

Qlik Sense Desktopで作成したアプリを保存するときに、アプリに含まれている画像がアプリの残りのコンテンツと

バンドルされます。そのため、アプリを簡単に別のユーザーと共有したり別のコンピュータに移動したりできます。

34.2 Qlik Senseの展開

Qlik Sense実装の計画

SAML
Qlik Senseは、ユーザーの認証に対するSAML V2.0の使用をサポートしています。

ポートの追加

ポート4239が追加されました。

Qlik Sense Printing Service
Qlik Senseのエクスポート関連のすべてのアクションを管理するサービスが追加されました。

Qlik Sense Service Dispatcher
Qlik Sense Service Dispatcher (QSD)が追加されました。その他のQlik Senseサービスの起動と管理に使用する

サービスコントローラです。QSDで起動されるサービスは、次のとおりです:移行サービス、データプロファイリング

サービス、Chart Sharing Service。

新しいログフレームワーク

新しいログフレームワークが導入されました。従来のログフレームワークもQlik Senseで使用できますが、これは

トレースと呼ばれるようになりました。

マルチノードサイト実装のガイドライン

マルチノードサイト実装方法についての更新版のガイドラインです。

開発ノードを含む追加マルチノード実装シナリオ

開発ノードの設定方法の情報を含む、新しいマルチノード実装シナリオです。

地理敵に分散したサイトの追加マルチノード実装シナリオ

地理的に分散したサイト向けの追加マルチノード実装シナリオです。

サイトのバックアップおよび復元

Qlik Senseサイトのバックアップと復元の方法の説明を改善しました。

インストールとアップグレード

インストール

インストールがセントラルノードとリムノードで最適化されました。個々の機能のインストールは、選択したノード

のタイプによって異なります。リムノードはプロキシ、エンジン、プロキシおよびエンジン、スケジューラのいずれかとし

てインストールすることができ、必要なものをすべてインストールできます。

変更

リムノードのノードタイプを、プロキシ、エンジン、スケジューラの各タイプに変更できます。個々の機能の追加や

削除はできなくなりました。
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アンインストール

Qlik Senseのアンインストール時にすべてのデータと証明書を削除するオプションが追加されました。

更新

Qlik Senseがインストールされていて、ソフトウェアのサービスリリース(バージョンx.x.x)がインストールの更新に利

用可能になると、更新オプションを利用できるようになります。サービスリリースには、主に、既存のバージョンに

適用されるソフトウェアの更新と修正が含まれています。更新は、以前の更新内容や基準となるプログラム自

体を削除せずにインストールされます。

更新のアンインストール

更新をアンインストールすることもできます。その場合、更新されたバージョンはQlik Senseの前サービスリリース

バージョンか、メジャーリリースバージョンのいずれか該当するものに戻されます。

クラウドコンピューティング環境でのQlik Senseサイトの実装

新しいユーザーインターフェース

Qlik Deployment Console (QDC)のサイトビューは、Qlik Senseサイトを簡単に管理できる新しいユーザーイン

ターフェースを備えています。

サポートされるプラットフォーム

Microsoft Windows Server 2012 R2プラットフォームがQlik Deployment Console (QDC)でサポートされるようにな

りました。

.NET フレームワークのバージョン

現在、QDCでサポートされている .NETフレームワークのバージョンは 4.5.2です。

Amazon Simple Storage Service (S3) バケット

S3バケットへのファイルのコピー方法の説明は、ファイルが自動でコピーされるようになったので削除されました。

ファイアウォールルール

ファイアウォールルールのWINRMがAmazon Web Service (AWS)プラグインのセキュリティグループのルールに追加

されました。

タイムアウト設定

空きマシンを待つ時間のタイムアウト設定が追加されました。この設定は、VMware vSphereプラグインがマシン

プールとともに使用される場合に、使用されます。

34.3 Qlik Senseの管理

Qlik Senseサイトの管理

新しいテーブル

新しい、改良されたテーブルがQMC全体に実装されました。表示する列を選択し、各列の幅を調整できるよう

になりました。

検索

QMCのほぼすべてのテーブルで検索を実行できるようになりました。検索条件は、整理して複数のサブグループ

にしたり、列フィルタリングと組み合わせたりすることができます。

リロードタスクのスクリプトログのダウンロード

QMCからリロードタスクのスクリプトログファイルをダウンロードできるようになりました。
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Qlik Senseサイトの監視

Qlik Sense監視アプリが新しくなりました。ナビゲーションを改善し、レイアウトをよりすっきりとさせたため、Qlik
Senseログの改良点を利用して、より関連性が高く、簡潔なデータを提供できます。

Operations Monitor
Operations Monitor は、リロードタスク、ユーザーセッション、アプリ使用を、包括的でわかりやすく表示します。新

しい重要業績評価指標 (KPI)により、状態や傾向の特定が簡単になります。新しいシートと、シート間リンクに

より、関連データの閲覧と検索が簡単になります。

ログを使用したQlik Senseのトラブルシューティング

新しいヘルプセクション

新しいヘルプセクションでは、Qlik Senseサービスにより生成されたログを使用してQlik Senseのトラブルシュー

ティングを行う方法について説明します。
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35 Qlik Sense 1.1の新機能
ここでは、Qlik Senseリリースの新機能と更新された機能をいくつか紹介します。

l 新しいチャートタイプ:ピボットテーブルとKPI
l ビジュアライゼーションの日付および時刻項目

l マップのスナップショット

l インストール後のガイド

35.1 Qlik Senseでの作業

アプリとビジュアライゼーションの作成

ピボットテーブル

ピボットテーブルを使用して、データの表示を動的に変更し、興味のあるエリアに焦点を当てることができます。

KPI
KPIを使用してパフォーマンスを追跡します。KPIでは、主な値と、オプションで補足的な値が示されます。

データなしでアプリを開く

データをロードせずにアプリを開くことができます。これは、たとえば大量のデータがあってロードに時間がかかる場

合などに便利です。

シートサムネイル

シートのサムネイルを変更して、アプリ概要の中でシートを見つけやすくすることができます。

グローバルメニューからのシートの複製

シートの編集中や分析中にも、アプリ概要またはシートビューのグローバルメニューを使用してシートを複製でき

ます。

ショートカットメニューからのシートの編集

アプリ概要またはシートナビゲーターのシートを右クリックすることでシートの編集を開始できます。

その他のシートの詳細

シートの詳細には、シートが公開および更新された時期、その操作をした人物の情報が含まれます。

日付および時刻項目

ビジュアライゼーションで、日付および時刻項目を使用できるようになりました。これらの項目は自動取得項目で

あり、データロードスクリプト内でカレンダーテンプレートによって定義されており、スクリプトの実行時に生成され

ます。これらはアセットパネルに表示されます。

データストーリーテリングの使用

スライドの複製

ストーリーでスライドを複製できるようになりました。
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マップのスナップショット

マップのスナップショットを取得できるようになりました。

スナップショットのサイズ変更動作の変更

スナップショットのサイズ変更動作 (縦横比を維持 )を変更できるようになりました。スナップショットのロックの解除

時に、段階的公開技術を使用して自由にサイズを変更できるようになりました。

ストーリーサムネイル

ストーリーのサムネイルを変更して、アプリ概要の中でストーリーを見つけやすくすることができます。

ショートカットメニューからのストーリーの再生

アプリ概要またはストーリーナビゲーターのストーリーを右クリック/ロングタッチすることでストーリーの再生を開始で

きます。

その他のストーリーの詳細

ストーリーの詳細には、ストーリーが公開および更新された時期、その操作をした人物の情報が含まれます。

35.2 Qlik Senseの展開

インストールと設定

インストール後のガイド

インストール完了時のシステムの設定についてガイドするオンラインヘルプを参照できるようになりました。

35.3 Qlik Senseの管理

Qlik Senseサイトの管理

Qlik Management Console ユーザーインターフェイス

より良いコントラストと視覚的階層の改善により、QMCのユーザーインターフェイステーマが更新されました。操

作バーのレイアウトとスタイルが改善されました。また、テーブルヘッダー情報が追加され、ヘルプマニュアルも改

善されました。

仮想プロキシと負荷分散

仮想プロキシが独立したリソースとなり、QMCスタートページから直接アクセスできるようになりました。負荷分散

が、仮想プロキシレベルで実行されるようになりました。

Qlik Senseサイトの監視

空のチャートとテーブル

Operations MonitorとLicense Monitorのチャートおよびテーブルのビジュアライゼーションが空の場合に、説明用

のテキストがそのどちらにも追加されるようになりました。そのテキストでは、データが存在しない理由が説明され

ます。

監視アプリのカスタマイズ用ライブラリ

Operations Monitorおよび License Monitorの両方に、ビジュアライゼーションに使用する軸とメジャーへのアクセ

スを提供するライブラリが含まれるようになりました。これらの軸とメジャーを使用すると、特定の環境向けの追加

のビジュアライゼーションを作成できます。

ライブラリには、カスタムシートに追加できる追加のチャートビジュアライゼーションも含まれます。
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QMC Change Log シート(Operations Monitor)
新しいQMC Change Logシートで、QMC設定の変更内容を追跡できます。

基準線 (Operations Monitor)
24-hour Summary and Performance Historyのチャートに基準線が追加され、サーバーCPUとRAM使用率のし

きい値と28日間の平均が表示されるようになりました。

アプリによるライセンス使用状況

新しいUsage by Appシートで、個々のアプリによって使用されているライセンスとトークンの数を追跡できます。こ

のシートには、ログインおよびアクセスパスの両方が使用されているアプリが表示されます。使用値は、割り当て

られたパス数ではなく、使用されたパス数です。

クラウドコンピューティング環境でのQlik Senseサイトの管理

ローカルユーザーグループ

ローカルユーザーグループは、Qlik Deployment Console (QDC)ユーザーを承認するために使用されます。

QDC との通信用の新しいポート

QDCで、http、https、SignalRPort用の新しいポートが使用されます。
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